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 2011 年 3 月 11 日（金）に発生した東日本大震災により多
くの方の尊い命が失われたことに、深い哀悼の意を捧げます
とともに、被災された皆さまへ心よりお見舞い申し上げます。

仏
教
伝
道
協
会
の
紹
介

財
団
法
人
仏
教
伝
道
協
会
は
株
式
会
社
ミ
ツ
ト
ヨ
創
業
者
沼
田
惠
範
氏
の
発
願
に
よ
り
、
昭

和
40
年
（
１
９
６
５
年
）
12
月
、
有
縁
の
方
が
た
の
ご
協
力
に
よ
り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
当
財
団

で
は
設
立
以
来
、
仏
教
精
神
の
現
代
的
理
解
の
促
進
と
振
興
、
内
外
仏
教
徒
間
の
交
流
、
人
類
の

平
和
な
る
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
べ
く
、『
仏
教
聖
典
』
の
現
代
語
訳
お
よ
び
外
国
語
訳
と
そ
の
普

及
、
大
蔵
経
の
英
訳
と
そ
の
刊
行
、
世
界
主
要
大
学
へ
の
仏
教
講
座
開
設
を
事
業
の
柱
と
し
て
参

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、『
仏
教
聖
典
』
の
世
界
各
国
主
要
ホ
テ
ル
客
室
や
病
院
な
ど
へ
の
寄
贈
を
は

じ
め
と
し
、
留
学
生
へ
の
奨
学
金
支
給
、
仏
教
伝
播
の
調
査
研
究
と
そ
の
支
援
や
欧
文
仏
教
研
究

資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
支
援
、
並
び
に
伝
道
拠
点
の
拡
充
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

仏
教
伝
道
文
化
賞
の
贈
呈
、
実
践
布
教
研
究
会
の
開
催
、
仏
教
音
楽
の
現
代
化
と
そ
の
普
及
、
仏

教
講
演
会
や
仏
教
聖
典
講
座
の
開
催
、
幼
稚
園
・
保
育
園
・
学
校
に
お
け
る
宗
教
教
育
の
一
助
な
ど
、

よ
り
多
く
の
方
が
た
に
仏
教
精
神
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
各
種
伝
道
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

BDK Newsletter

当
財
団
で
は
設
立
以
来
、「
仏
教
聖

典
の
現
代
語
訳
お
よ
び
外
国
語
訳
と

そ
の
普
及
」「
大
蔵
経
の
英
訳
と
そ
の

刊
行
」「
世
界
の
主
要
大
学
へ
の
仏
教

講
座
の
開
設
」
を
事
業
の
柱
と
し
て
、

各
種
仏
教
精
神
文
化
の
啓
蒙
活
動
を

展
開
致
し
て
お
り
ま
す
。
お
蔭
さ
ま

で
こ
れ
ら
の
事
業
も
多
く
の
皆
さ
ま

の
ご
賛
同
ご
協
力
を
賜
り
、
着
実
に

そ
の
あ
ゆ
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

仏
教
伝
道
協
会
は
特
定
の
ご
宗
旨

の
教
義
を
説
く
の
で
は
な
く
、
仏
教

の
説
く
東
洋
の
叡
智
を
一
人
で
も
多

く
の
世
界
の
人
び
と
に
伝
え
る
た
め

の
団
体
で
あ
り
、こ
の
目
的
に
向
か
っ

て
あ
ら
ゆ
る
活
動
や
事
業
を
推
進
し
、

最
終
的
に
は
、
人
類
の
相
互
理
解
と
、

世
界
平
和
の
確
立
と
を
願
っ
て
い
る

団
体
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
度
は
こ
の
よ
う
な
事
業
を
よ

り
多
く
の
方
が
た
に
ご
理
解
い
た
だ

く
べ
く
、
更
な
る
飛
躍
を
目
指
し

『BD
K N

ew
sletter 

道(

み
ち)

』
を

刊
行
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
と
な
り
ま

し
た
。

今
後
と
も
『
仏
教
聖
典
』
を
中
心

と
す
る
仏
教
精
神
文
化
の
普
及
活
動

に
ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ
ど
を
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被

災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
心
か
ら

願
っ
て
お
り
ま
す
。
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（２０１１年度の主な活動）
「BD

K

復
興
支
援
団
体
助
成
金
」
は
平

成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
３
月
11
日
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
以
降
、
被
災
者
支

援
を
行
っ
た
、
ま
た
は
行
う
予
定
の
あ

る
（
申
請
時
点
で
活
動
予
定
が
明
確
で
あ

る
）、
仏
教
精
神
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
団

体
（
寺
院
等
）
に
対
し
て
助
成
金
を
交
付

し
、
公
益
団
体
を
援
助
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
被
災
者
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
の
利

益
増
進
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
申
請
の
募
集
は
平
成
23
年

（
２
０
１
１
年
）
６
月
１
日
よ
り
開
始
し
同

７
月
31
日
に
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
締
切
ま
で
に
全
国
各
地
86
団
体
か

ら
の
応
募
を
い
た
だ
き
審
議
委
員
会
で
の

審
議
の
結
果
、
内
75
団
体
へ
助
成
金
（
合

計
１
，
２
０
０
万
円
）
の
交
付
が
完
了
致

し
ま
し
た
。

交
付
完
了
後
は
各
団
体
よ
り
様
々
な
御

礼
の
お
便
り
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。
中
で

も
高
野
山
真
言
宗
弘
法
寺
様
（
宮
城
県
大

崎
市
）
で
は
震
災
直
後
か
ら
精
力
的
に
被

災
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
他
へ
の
支
援

を
行
い
現
在
も
そ
の
活
動
期
間
を
限
定
せ

ず
活
動
さ
れ
て
い
る
方
が
た
の
拠
点
と

な
っ
て
様
々
な
支
援
を
継
続
し
て
お
ら
れ

ま
す
。

仏
像
修
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
傾
聴
活
動

Ｂ
Ｄ
Ｋ
東
日
本
大
震
災
復
興
団
体
助
成
金
制
度
の
設
置
と
交
付

な
ど
寺
院
な
ら
で
は
の
活
動
は
も
と
よ
り

理
美
容
師
に
よ
る
ケ
ア
や
化
粧
品
の
分
配

な
ど
市
民
の
目
線
に
立
っ
た
活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
炊
き
出
し
や
食
材
の
手

配
・
救
援
物
資
の
受
け
取
り
や
配
布
の
代

行
、
そ
れ
に
伴
い
檀
信
徒
会
館
を
物
資
保

管
場
所
と
し
て
開
放
し
被
災
者
の
宿
泊
場

所
と
し
て
も
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

そ
う
で
、
高
野
山
真
言
宗
の
僧
侶
や
檀
信

徒
に
よ
る
〝
足
湯
隊
〟（
避
難
所
な
ど
に
暮

ら
す
被
災
者
1
人
ひ
と
り
へ
丁
寧
に
足
湯

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
）
な
ど
の
活
動
を
支

援
し
、
さ
ら
に
は
被
災
地
に
プ
ラ
ン
タ
ー

に
植
え
た
花
を
贈
る
な
ど
傷
つ
い
た
心
に

寄
り
添
っ
た
活
動
に
も
力
を
注
い
で
お
ら

れ
ま
す
。

助
成
金
交
付
後
は
代
表
役
員
で
あ
る
大

坪
龍
勝
師
よ
り
ご
丁
寧
に
御
礼
の
ご
連
絡

を
頂
戴
致
し
、
ま
た
本
誌
に
て
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
く
に
あ
た
り
快
く
ご
協
力
下

さ
い
ま
し
た
。

仏
教
精
神
を
軸
に
こ
の
よ
う
に
誠
意
を

も
っ
て
地
域
に
貢
献
し
積
極
的
に
活
動
さ

れ
て
い
る
団
体
へ
の
助
成
を
通
じ
被
災
者

の
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
こ
と
を
協
会

職
員
一
同
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

『仏
教
聖
典
』
の
頒
布
と
協
会
書
籍
の
刊
行
状
況

『仏
教
聖
典
』
頒
布
状
況

(

平
成
22
年
度
‥
２
０
１
０
年
度
実
績
）

仏
教
伝
道
協
会
が
こ
れ
ま
で
頒
布
し
て
き
た

『
仏
教
聖
典
』
は
、
翻
訳
言
語
数
46
言
語
、
累
計

発
行
部
数
約
７
９
５
万
冊
に
及
ん
で
お
り
ま
す
。

日
本
国
内
で
は
、
ホ
テ
ル
・
病
院
へ
の
寄
贈
、

学
校
・
寺
院
お
よ
び
一
般
個
人
へ
の
販
売
を
通
じ

て
頒
布
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
ホ
テ
ル
へ
の

寄
贈
を
主
軸
と
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
近
年
、
外

資
系
高
級
ホ
テ
ル
の
進
出
に
よ
る
既
存
ブ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
と
の
競
合
激
化
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
業
界

の
新
旧
交
代
の
加
速
な
ど
日
本
国
内
の
ホ
テ
ル
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

経
費
削
減
の
た
め
の
室
内
備
品
簡
素
化
・
宗
教
色

排
除
等
の
理
由
に
よ
り
聖
典
寄
贈
も
厳
し
い
環
境

に
置
か
れ
て
お
り
ま
す
が
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
人
間
と
し
て
の
「
心
の
あ
り
方
」
が
問
い
直
さ

れ
る
中
、
仏
教
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
も
事
実
で
す
。
こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
に
も
頒
布
の
新
た
な
方
法
を
模
索
し
、
現

在
、
寺
院
に
併
設
さ
れ
る
参
拝
者
や
観
光
客
な
ど

が
利
用
可
能
な
宿
坊
な
ど
へ
の
寄
贈
活
動
に
も
力

を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

国
内
販
売
で
は
、
仏
教
的
情
操
教
育
の
一
助
と

し
て
高
校
・
大
学
等
の
入
学
式
・
卒
業
式
に
『
仏

教
聖
典
』
を
記
念
品
と
し
て
配
布
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
平
成
22
年
度
（
２
０
１
０
年
度
）
は
、

龍
谷
大
学
（
浄
土
真
宗
）、
愛
知
学
院
大
学
（
曹

洞
宗
）、
花
園
大
学
（
臨
済
宗
）
は
じ
め
19
校
で

ご
活
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
他
に
書
店
か
ら

の
取
次
注
文
、
寺
院
お
よ
び
個
人
か
ら
の
注
文
を

含
め
、
約
２
９
，
０
０
０
冊
を
販
売
致
し
ま
し
た
。

電
話
に
よ
る
注
文
が
主
で
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
注
文
も
徐
々
に
増
加
し
て
き
て
お
り
ま

す
。一

方
、『
仏
教
聖
典
』
に
対
す
る
海
外
か
ら
の

関
心
も
年
々
増
加
し
て
お
り
、
そ
れ
に
応
え
る
た

め
海
外
向
け
の
寄
贈
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
平
成
22
年
度
（
２
０
１
０
年
度
）
は
、
主
に

Ｅ
メ
ー
ル
と
手
紙
に
よ
り
56
ヵ
国
よ
り
３
０
０

件
を
超
え
る
お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
、
イ

ン
ド
の
人
権
団
体The All India Backw

ard 
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Federation 

の
国
際
大
会
参
加
者
へ
の
寄
贈

（
英
語
版
５
０
０
冊
・
ヒ
ン
デ
ィ
語
版
５
０
０

冊
）
な
ど
計
約
１
，
４
０
０
冊
を
寄
贈
致
し
ま

し
た
。

英
訳
大
蔵
経
と
大
正
新
修
大

蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
（
通
称
：
Ｓ
Ａ
Ｔ
）
と
の

連
携

東
京
大
学
教
授
下
田
正
弘
氏
（SAT

代
表
）

よ
り
、「
大
蔵
経
研
究
推
進
会
議
」
へ
の
参
画

要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
日
本
に

お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
仏
典
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事

業
を
将
来
に
わ
た
っ
て
継
続
的
に
支
援
・
推
進

し
、
世
界
の
仏
教
研
究
を
牽
引
す
る
次
世
代
の

電
子
大
蔵
経
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

連
絡
会
議
で
す
。
仏
教
伝
道
協
会
は
本
会
議
の

主
旨
に
賛
同
し
、
当
協
会
の
英
訳
大
蔵
経
編
集

委
員
会
の
前
田
專
學
委
員
長
に
本
会
議
の
非
常

財団法人 仏教伝道協会

任
議
員
に
就
任
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
連
携
の
一
環
と
し
て
、
現
在
ま
でBD

K

ア
メ
リ
カ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る

英
訳
大
蔵
経
の
デ
ー
タ
をSAT

上
に
て
対
訳
公
開

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
研
究
者
へ
の
更
な
る
利
便

性
が
確
保
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
大
蔵
経
英
訳
へ

の
仏
教
伝
道
協
会
の
取
り
組
み
を
広
く
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。（
来
春
公
開
予
定
）

（写真提供：弘法寺）
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（２０１１年度の主な活動）
「BD

K

復
興
支
援
団
体
助
成
金
」
は
平

成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
３
月
11
日
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
以
降
、
被
災
者
支

援
を
行
っ
た
、
ま
た
は
行
う
予
定
の
あ

る
（
申
請
時
点
で
活
動
予
定
が
明
確
で
あ

る
）、
仏
教
精
神
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
団

体
（
寺
院
等
）
に
対
し
て
助
成
金
を
交
付

し
、
公
益
団
体
を
援
助
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
被
災
者
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
の
利

益
増
進
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
申
請
の
募
集
は
平
成
23
年

（
２
０
１
１
年
）
６
月
１
日
よ
り
開
始
し
同

７
月
31
日
に
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
締
切
ま
で
に
全
国
各
地
86
団
体
か

ら
の
応
募
を
い
た
だ
き
審
議
委
員
会
で
の

審
議
の
結
果
、
内
75
団
体
へ
助
成
金
（
合

計
１
，
２
０
０
万
円
）
の
交
付
が
完
了
致

し
ま
し
た
。

交
付
完
了
後
は
各
団
体
よ
り
様
々
な
御

礼
の
お
便
り
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。
中
で

も
高
野
山
真
言
宗
弘
法
寺
様
（
宮
城
県
大

崎
市
）
で
は
震
災
直
後
か
ら
精
力
的
に
被

災
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
他
へ
の
支
援

を
行
い
現
在
も
そ
の
活
動
期
間
を
限
定
せ

ず
活
動
さ
れ
て
い
る
方
が
た
の
拠
点
と

な
っ
て
様
々
な
支
援
を
継
続
し
て
お
ら
れ

ま
す
。

仏
像
修
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
傾
聴
活
動

Ｂ
Ｄ
Ｋ
東
日
本
大
震
災
復
興
団
体
助
成
金
制
度
の
設
置
と
交
付

な
ど
寺
院
な
ら
で
は
の
活
動
は
も
と
よ
り

理
美
容
師
に
よ
る
ケ
ア
や
化
粧
品
の
分
配

な
ど
市
民
の
目
線
に
立
っ
た
活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
炊
き
出
し
や
食
材
の
手

配
・
救
援
物
資
の
受
け
取
り
や
配
布
の
代

行
、
そ
れ
に
伴
い
檀
信
徒
会
館
を
物
資
保

管
場
所
と
し
て
開
放
し
被
災
者
の
宿
泊
場

所
と
し
て
も
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

そ
う
で
、
高
野
山
真
言
宗
の
僧
侶
や
檀
信

徒
に
よ
る
〝
足
湯
隊
〟（
避
難
所
な
ど
に
暮

ら
す
被
災
者
1
人
ひ
と
り
へ
丁
寧
に
足
湯

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
）
な
ど
の
活
動
を
支

援
し
、
さ
ら
に
は
被
災
地
に
プ
ラ
ン
タ
ー

に
植
え
た
花
を
贈
る
な
ど
傷
つ
い
た
心
に

寄
り
添
っ
た
活
動
に
も
力
を
注
い
で
お
ら

れ
ま
す
。

助
成
金
交
付
後
は
代
表
役
員
で
あ
る
大

坪
龍
勝
師
よ
り
ご
丁
寧
に
御
礼
の
ご
連
絡

を
頂
戴
致
し
、
ま
た
本
誌
に
て
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
く
に
あ
た
り
快
く
ご
協
力
下

さ
い
ま
し
た
。

仏
教
精
神
を
軸
に
こ
の
よ
う
に
誠
意
を

も
っ
て
地
域
に
貢
献
し
積
極
的
に
活
動
さ

れ
て
い
る
団
体
へ
の
助
成
を
通
じ
被
災
者

の
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
こ
と
を
協
会

職
員
一
同
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

『仏
教
聖
典
』
の
頒
布
と
協
会
書
籍
の
刊
行
状
況

『仏
教
聖
典
』
頒
布
状
況

(

平
成
22
年
度
‥
２
０
１
０
年
度
実
績
）

仏
教
伝
道
協
会
が
こ
れ
ま
で
頒
布
し
て
き
た

『
仏
教
聖
典
』
は
、
翻
訳
言
語
数
46
言
語
、
累
計

発
行
部
数
約
７
９
５
万
冊
に
及
ん
で
お
り
ま
す
。

日
本
国
内
で
は
、
ホ
テ
ル
・
病
院
へ
の
寄
贈
、

学
校
・
寺
院
お
よ
び
一
般
個
人
へ
の
販
売
を
通
じ

て
頒
布
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
ホ
テ
ル
へ
の

寄
贈
を
主
軸
と
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
近
年
、
外

資
系
高
級
ホ
テ
ル
の
進
出
に
よ
る
既
存
ブ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
と
の
競
合
激
化
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
業
界

の
新
旧
交
代
の
加
速
な
ど
日
本
国
内
の
ホ
テ
ル
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

経
費
削
減
の
た
め
の
室
内
備
品
簡
素
化
・
宗
教
色

排
除
等
の
理
由
に
よ
り
聖
典
寄
贈
も
厳
し
い
環
境

に
置
か
れ
て
お
り
ま
す
が
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
人
間
と
し
て
の
「
心
の
あ
り
方
」
が
問
い
直
さ

れ
る
中
、
仏
教
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
も
事
実
で
す
。
こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
に
も
頒
布
の
新
た
な
方
法
を
模
索
し
、
現

在
、
寺
院
に
併
設
さ
れ
る
参
拝
者
や
観
光
客
な
ど

が
利
用
可
能
な
宿
坊
な
ど
へ
の
寄
贈
活
動
に
も
力

を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

国
内
販
売
で
は
、
仏
教
的
情
操
教
育
の
一
助
と

し
て
高
校
・
大
学
等
の
入
学
式
・
卒
業
式
に
『
仏

教
聖
典
』
を
記
念
品
と
し
て
配
布
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
平
成
22
年
度
（
２
０
１
０
年
度
）
は
、

龍
谷
大
学
（
浄
土
真
宗
）、
愛
知
学
院
大
学
（
曹

洞
宗
）、
花
園
大
学
（
臨
済
宗
）
は
じ
め
19
校
で

ご
活
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
他
に
書
店
か
ら

の
取
次
注
文
、
寺
院
お
よ
び
個
人
か
ら
の
注
文
を

含
め
、
約
２
９
，
０
０
０
冊
を
販
売
致
し
ま
し
た
。

電
話
に
よ
る
注
文
が
主
で
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
注
文
も
徐
々
に
増
加
し
て
き
て
お
り
ま

す
。一

方
、『
仏
教
聖
典
』
に
対
す
る
海
外
か
ら
の

関
心
も
年
々
増
加
し
て
お
り
、
そ
れ
に
応
え
る
た

め
海
外
向
け
の
寄
贈
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
平
成
22
年
度
（
２
０
１
０
年
度
）
は
、
主
に

Ｅ
メ
ー
ル
と
手
紙
に
よ
り
56
ヵ
国
よ
り
３
０
０

件
を
超
え
る
お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
、
イ

ン
ド
の
人
権
団
体The All India Backw

ard 
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Federation 

の
国
際
大
会
参
加
者
へ
の
寄
贈

（
英
語
版
５
０
０
冊
・
ヒ
ン
デ
ィ
語
版
５
０
０

冊
）
な
ど
計
約
１
，
４
０
０
冊
を
寄
贈
致
し
ま

し
た
。

英
訳
大
蔵
経
と
大
正
新
修
大

蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
（
通
称
：
Ｓ
Ａ
Ｔ
）
と
の

連
携

東
京
大
学
教
授
下
田
正
弘
氏
（SAT

代
表
）

よ
り
、「
大
蔵
経
研
究
推
進
会
議
」
へ
の
参
画

要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
日
本
に

お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
仏
典
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事

業
を
将
来
に
わ
た
っ
て
継
続
的
に
支
援
・
推
進

し
、
世
界
の
仏
教
研
究
を
牽
引
す
る
次
世
代
の

電
子
大
蔵
経
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

連
絡
会
議
で
す
。
仏
教
伝
道
協
会
は
本
会
議
の

主
旨
に
賛
同
し
、
当
協
会
の
英
訳
大
蔵
経
編
集

委
員
会
の
前
田
專
學
委
員
長
に
本
会
議
の
非
常

財団法人 仏教伝道協会

任
議
員
に
就
任
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
連
携
の
一
環
と
し
て
、
現
在
ま
でBD

K

ア
メ
リ
カ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る

英
訳
大
蔵
経
の
デ
ー
タ
をSAT

上
に
て
対
訳
公
開

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
研
究
者
へ
の
更
な
る
利
便

性
が
確
保
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
大
蔵
経
英
訳
へ

の
仏
教
伝
道
協
会
の
取
り
組
み
を
広
く
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。（
来
春
公
開
予
定
）

（写真提供：弘法寺）
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第 18 回 東 京 国 際 ブ ッ ク フ ェ ア

平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
７
月

７
日(

木)

か
ら
10
日(

日)

の
４
日

間
に
わ
た
り
、第
18
回
東
京
国
際
ブ
ッ

ク
フ
ェ
ア
が
、
国
際
展
示
場
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
全
国
の
出
版
社
が
一
堂
に
集

ま
り
、
書
店

と
の
商
談
、

海
外
出
版
社

と
の
著
作
権

取
引
、
学
校
・

図
書
館
・
大

学
な
ど
へ
の

販
売
促
進
、

一
般
読
者
に

対
す
る
年
に

一
度
の
割
引

販
売
な
ど
が

行
わ
れ
る
出

版
業
界
最
大

の
イ
ベ
ン
ト

に
仏
教
伝
道

協
会
も
出
展

致
し
ま
し
た
。

ブ
ー
ス
に

は
世
界
46
言
語
の
『
仏
教
聖
典
』、「
英

訳
大
蔵
経
」
を
展
示
、
電
子
書
籍
版

『
仏
教
聖
典
』
や
朗
読
Ｃ
Ｄ
な
ど
手
に

と
っ
て
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
に
は
手
話
Ｄ

Ｖ
Ｄ
や
協
会
の
活
動
内
容
を
常
時
放

映
し
ま
し
た
。
又
、
通
常
書
店
で
は

購
入
で
き
な
い
『
新
々
み
ち
し
る
べ
』

シ
リ
ー
ズ
他
も
展
示
、
販
売
致
し
ま

し
た
。

そ
の
他
、
来
場
者
に
協
会
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、『
一
日
一
訓
カ
レ
ン
ダ
ー
』

等
を
積
極
的
に
配
布
す
る
な
ど
多
く

の
方
に
〝
仏

教
伝
道
協
会

の
取
り
組

み
〟
を
ご
紹

介
し
、
様
々

な
形
で
『
仏

教
聖
典
』
に

親
し
ん
で
い

た
だ
く
良
い

機
会
と
な
り

ま
し
た
。

ブ
ー
ス
の

デ
ザ
イ
ン
も

落
ち
着
い
た

イ
メ
ー
ジ
に

仕
上
が
り
ご

好
評
を
い
た

だ
き
ま
し

た
。
又
、
こ

の
度
、
フ
ェ
ア
で
の
売
上
金
の
20
％

を
「
東
日
本
大
震
災
」
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

と
し
て
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。来

年
度
の
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
へ
の
出

展
も
予
定
し
て
お
り
、
現
在
準
備
を

す
す
め
て
お
り
ま
す
。

第 45 回仏教伝道文化賞 （文化賞概要と受賞者の紹介）

仏教伝道文化賞 / 仏教伝道功労賞
この二つの賞は、国内外を問わず、幅広い分野にて仏教伝道文化の発展に貢献された方がたの、その労に感謝し讃えようと

いう意図から制定されました。毎年、仏教伝道文化賞選定委員会を開催し２名を選出、顕彰してまいりました。 

 　文化賞は、下記の各項より選定し、功労賞は選定委員の推薦により贈られます。

　Ａ項　研究　論文　著述　翻訳　踏査　出版　その他

　Ｂ項　文芸　美術　音楽　評論　その他

　Ｃ項　伝道者　実践者　その他

第４５回　仏教伝道文化賞　( 平成２３年：２０１１年 ) 受賞者
平成２３年 ( ２０１１年 ) １０月１２日（水）午前１１時より仏教伝道センタービル（東京都港区芝）にて贈呈式ならびに

祝賀披露宴が執り行われました。受賞者は以下の通り。

仏教伝道文化賞　Ａ項

信楽 峻麿 師
大正１５年（１９２６年）広島

県生まれ。永年、浄土教の研究

に取り組み、親鸞思想を近代的

視野で掘り下げ展開し、仏教の

現代的意義を明らかにする。

仏教伝道文化賞　Ｃ項　

アハンガマゲー・テューダー・

アリヤラトネ 氏
昭和６年（１９３１年）スリランカ・

ゴール生まれ。仏教精神に基づいた

農村開発活動であるサルボダヤ運動

を展開し、その輪を世界に広め、成

果を収める。

第
41
回
実
践
布
教
研
究
会

                                       （
於

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

本
願
寺
西
山
別
院
）

歩
ま
れ
た
道
を
現
代
に
生
き
る
伝
道

者
た
ち
が
自
ら
体
験
し
、
聞
・
思
・

修
一
体
と
な
っ
た
仏
道
を
体
験
し
て

戴
き
た
い
、
と
い
う
願
い
か
ら
出
発

し
、
回
峯
行
を
は
じ
め
と
し
た
止
観

（
坐
禅
）、
写
経
等
の
実
践
、
経
験
豊

か
な
大
先
輩
た
ち
に
よ
る
講
義
、
そ

し
て
、
全
国
よ
り
お
集
ま
り
い
た
だ

い
た
僧
尼
・
寺
族
に
よ
る
研
究
討
議

│
こ
れ
ら
を
通
じ
て
仏
教
伝
道
の
あ

り
方
を
考
え
、
や
が
て
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
へ
も
ど
っ
て
、
そ
れ
ら
を
各
自

が
具
体
的
な
形
で
布
教
・
伝
道
に
用

い
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
本
会
の
目

的
で
す
。
又
、
み
仏
の
教
え
を
伝
え

よ
う
と
志
す
者
は
、
ま
ず
身
を
も
っ

て
仏
教
の
実
践
行
に
精
進
す
る
べ
き

で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ

て
こ
そ
、
は
じ
め
て
一

般
大
衆
に
も
真
の
仏
教

の
姿
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
得
る
と
い
え
ま

す
。今

回
の
開
催
ま
で
に

の
べ
２
，
２
０
０
名
の

僧
尼
・
寺
族
の
方
が
た

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
本
願
寺
西
山

別
院
に
て
実
践
布
教
研
究
会
（
平
成

23
年
：
２
０
１
１
年
６
月
８
日
～
10

日
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
各

地
よ
り
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
各
宗

派
の
僧
尼
、
寺
族
の
方
が
た
約
60
名

の
参
加
者
が
、
２
泊
３
日
の
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
開
催
期
間
中
は
ま
ず

法
然
上
人
８
０
０
年
大
遠
忌
を
迎
え

た
浄
土
宗
総
本
山
知
恩
院
へ
の
参
拝
、

西
山
別
院
で
は
朝
の
お
勤
め
に
始
ま

り
昼
は
諸
先
生
が
た
に
よ
る
講
義
、

夜
は
遅
く
ま
で
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
研

鑽
を
深
め
、
最
終
日
に
は
本
願
寺
で

の
親
鸞
聖
人
７
５
０
回
大
遠
忌
法
要

に
も
参
列
、
と
充
実
し
た
研
究
会
と

な
り
ま
し
た
。

第
41
回
目
を
数
え
る
本
研
究
会
は

昭
和
45
年
（
１
９
７
０
年
）
に
財
団

法
人
仏
教
伝
道
協
会
の
発
願
者
で
あ

る
沼
田
惠
範
師
所
有
の
山
荘
（
栃
木

県
那
須
町
）
で
の
研
修
会
を
始
ま
り

と
し
て
そ
の
後
徐
々
に
規
模
を
拡
大

し
つ
つ
毎
年
欠
か
さ
ず
開
催
さ
れ
て

参
り
ま
し
た
。

過
去
の
日
本
仏
教
の
祖
師
が
た
が

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
各
宗
派
の
本

山
な
ど
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
に

あ
た
り
そ
の
全
面
的
な
ご
協
力
を
得

て
当
協
会
で
は
研
究
会
の
開
催
・
運

営
に
務
め
て
お
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
（
２
０
１
２
年
度
）

第
42
回
は
現
在
ま
で
に
最
も
多
く
の

開
催
回
数
を
誇
る
天
台
宗
総
本
山
比

叡
山
延
暦
寺
で
の
開
催
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

当
研
究
会
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は

財
団
法
人
仏
教
伝
道
協
会
内
実
践
布

教
研
究
会
開
催
事
務
局
ま
で
お
願
い

致
し
ま
す
。
※
研
究
会
へ
の
参
加
は

僧
籍
を
お
持
ち
の
方
、
寺
族
の
方
の

み
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

45



第 18 回 東 京 国 際 ブ ッ ク フ ェ ア

平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
７
月

７
日(

木)

か
ら
10
日(

日)

の
４
日

間
に
わ
た
り
、第
18
回
東
京
国
際
ブ
ッ

ク
フ
ェ
ア
が
、
国
際
展
示
場
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
全
国
の
出
版
社
が
一
堂
に
集

ま
り
、
書
店

と
の
商
談
、

海
外
出
版
社

と
の
著
作
権

取
引
、
学
校
・

図
書
館
・
大

学
な
ど
へ
の

販
売
促
進
、

一
般
読
者
に

対
す
る
年
に

一
度
の
割
引

販
売
な
ど
が

行
わ
れ
る
出

版
業
界
最
大

の
イ
ベ
ン
ト

に
仏
教
伝
道

協
会
も
出
展

致
し
ま
し
た
。

ブ
ー
ス
に

は
世
界
46
言
語
の
『
仏
教
聖
典
』、「
英

訳
大
蔵
経
」
を
展
示
、
電
子
書
籍
版

『
仏
教
聖
典
』
や
朗
読
Ｃ
Ｄ
な
ど
手
に

と
っ
て
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
に
は
手
話
Ｄ

Ｖ
Ｄ
や
協
会
の
活
動
内
容
を
常
時
放

映
し
ま
し
た
。
又
、
通
常
書
店
で
は

購
入
で
き
な
い
『
新
々
み
ち
し
る
べ
』

シ
リ
ー
ズ
他
も
展
示
、
販
売
致
し
ま

し
た
。

そ
の
他
、
来
場
者
に
協
会
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、『
一
日
一
訓
カ
レ
ン
ダ
ー
』

等
を
積
極
的
に
配
布
す
る
な
ど
多
く

の
方
に
〝
仏

教
伝
道
協
会

の
取
り
組

み
〟
を
ご
紹

介
し
、
様
々

な
形
で
『
仏

教
聖
典
』
に

親
し
ん
で
い

た
だ
く
良
い

機
会
と
な
り

ま
し
た
。

ブ
ー
ス
の

デ
ザ
イ
ン
も

落
ち
着
い
た

イ
メ
ー
ジ
に

仕
上
が
り
ご

好
評
を
い
た

だ
き
ま
し

た
。
又
、
こ

の
度
、
フ
ェ
ア
で
の
売
上
金
の
20
％

を
「
東
日
本
大
震
災
」
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

と
し
て
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。来

年
度
の
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
へ
の
出

展
も
予
定
し
て
お
り
、
現
在
準
備
を

す
す
め
て
お
り
ま
す
。

第 45 回仏教伝道文化賞 （文化賞概要と受賞者の紹介）

仏教伝道文化賞 / 仏教伝道功労賞
この二つの賞は、国内外を問わず、幅広い分野にて仏教伝道文化の発展に貢献された方がたの、その労に感謝し讃えようと

いう意図から制定されました。毎年、仏教伝道文化賞選定委員会を開催し２名を選出、顕彰してまいりました。 

 　文化賞は、下記の各項より選定し、功労賞は選定委員の推薦により贈られます。

　Ａ項　研究　論文　著述　翻訳　踏査　出版　その他

　Ｂ項　文芸　美術　音楽　評論　その他

　Ｃ項　伝道者　実践者　その他

第４５回　仏教伝道文化賞　( 平成２３年：２０１１年 ) 受賞者
平成２３年 ( ２０１１年 ) １０月１２日（水）午前１１時より仏教伝道センタービル（東京都港区芝）にて贈呈式ならびに

祝賀披露宴が執り行われました。受賞者は以下の通り。

仏教伝道文化賞　Ａ項

信楽 峻麿 師
大正１５年（１９２６年）広島

県生まれ。永年、浄土教の研究

に取り組み、親鸞思想を近代的

視野で掘り下げ展開し、仏教の

現代的意義を明らかにする。

仏教伝道文化賞　Ｃ項　

アハンガマゲー・テューダー・

アリヤラトネ 氏
昭和６年（１９３１年）スリランカ・

ゴール生まれ。仏教精神に基づいた

農村開発活動であるサルボダヤ運動

を展開し、その輪を世界に広め、成

果を収める。

第
41
回
実
践
布
教
研
究
会

                                       （
於

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

本
願
寺
西
山
別
院
）

歩
ま
れ
た
道
を
現
代
に
生
き
る
伝
道

者
た
ち
が
自
ら
体
験
し
、
聞
・
思
・

修
一
体
と
な
っ
た
仏
道
を
体
験
し
て

戴
き
た
い
、
と
い
う
願
い
か
ら
出
発

し
、
回
峯
行
を
は
じ
め
と
し
た
止
観

（
坐
禅
）、
写
経
等
の
実
践
、
経
験
豊

か
な
大
先
輩
た
ち
に
よ
る
講
義
、
そ

し
て
、
全
国
よ
り
お
集
ま
り
い
た
だ

い
た
僧
尼
・
寺
族
に
よ
る
研
究
討
議

│
こ
れ
ら
を
通
じ
て
仏
教
伝
道
の
あ

り
方
を
考
え
、
や
が
て
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
へ
も
ど
っ
て
、
そ
れ
ら
を
各
自

が
具
体
的
な
形
で
布
教
・
伝
道
に
用

い
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
本
会
の
目

的
で
す
。
又
、
み
仏
の
教
え
を
伝
え

よ
う
と
志
す
者
は
、
ま
ず
身
を
も
っ

て
仏
教
の
実
践
行
に
精
進
す
る
べ
き

で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ

て
こ
そ
、
は
じ
め
て
一

般
大
衆
に
も
真
の
仏
教

の
姿
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
得
る
と
い
え
ま

す
。今

回
の
開
催
ま
で
に

の
べ
２
，
２
０
０
名
の

僧
尼
・
寺
族
の
方
が
た

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
本
願
寺
西
山

別
院
に
て
実
践
布
教
研
究
会
（
平
成

23
年
：
２
０
１
１
年
６
月
８
日
～
10

日
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
各

地
よ
り
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
各
宗

派
の
僧
尼
、
寺
族
の
方
が
た
約
60
名

の
参
加
者
が
、
２
泊
３
日
の
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
開
催
期
間
中
は
ま
ず

法
然
上
人
８
０
０
年
大
遠
忌
を
迎
え

た
浄
土
宗
総
本
山
知
恩
院
へ
の
参
拝
、

西
山
別
院
で
は
朝
の
お
勤
め
に
始
ま

り
昼
は
諸
先
生
が
た
に
よ
る
講
義
、

夜
は
遅
く
ま
で
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
研

鑽
を
深
め
、
最
終
日
に
は
本
願
寺
で

の
親
鸞
聖
人
７
５
０
回
大
遠
忌
法
要

に
も
参
列
、
と
充
実
し
た
研
究
会
と

な
り
ま
し
た
。

第
41
回
目
を
数
え
る
本
研
究
会
は

昭
和
45
年
（
１
９
７
０
年
）
に
財
団

法
人
仏
教
伝
道
協
会
の
発
願
者
で
あ

る
沼
田
惠
範
師
所
有
の
山
荘
（
栃
木

県
那
須
町
）
で
の
研
修
会
を
始
ま
り

と
し
て
そ
の
後
徐
々
に
規
模
を
拡
大

し
つ
つ
毎
年
欠
か
さ
ず
開
催
さ
れ
て

参
り
ま
し
た
。

過
去
の
日
本
仏
教
の
祖
師
が
た
が

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
各
宗
派
の
本

山
な
ど
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
に

あ
た
り
そ
の
全
面
的
な
ご
協
力
を
得

て
当
協
会
で
は
研
究
会
の
開
催
・
運

営
に
務
め
て
お
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
（
２
０
１
２
年
度
）

第
42
回
は
現
在
ま
で
に
最
も
多
く
の

開
催
回
数
を
誇
る
天
台
宗
総
本
山
比

叡
山
延
暦
寺
で
の
開
催
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

当
研
究
会
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は

財
団
法
人
仏
教
伝
道
協
会
内
実
践
布

教
研
究
会
開
催
事
務
局
ま
で
お
願
い

致
し
ま
す
。
※
研
究
会
へ
の
参
加
は

僧
籍
を
お
持
ち
の
方
、
寺
族
の
方
の

み
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
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平
成
23
年
度
（
２
０
１
１
年
度
）
の

採
用
は
３
名
。
今
回
は
そ
の
内
の
１

名
、
東
洋
大
学
博
士
課
程
在
籍
中
の

チ
ャ
イ
ト
ン
デ
ィ
ー
・
プ
ラ
チ
ャ
ッ

ポ
ン
師
と
そ
の
指
導
教
授
で
あ
る
同

大
学
文
学
部
イ
ン
ド
哲
学
科
渡
辺
章

悟
教
授
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

プ
ラ
チ
ャ
ッ
ポ
ン
さ
ん
へ
の
質
問
：

Q.
現
在
の
研
究
内
容
を
教
え
て
下
さ

い
。

A.

私
はLokappadīpakasāra

と

い
う
パ
ー
リ
語
の
文
献
を
研
究
し
て

い
ま
す
。
こ
の
文
献
は
14
世
紀
に
ビ

ル
マ
の
僧
侶
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も

の
で
す
。
内
容
と
し
て
は
、
天
国
や

地
獄
、
そ
し
て
歴
史
的
宇
宙
論
、
地

理
的
世
界
観
に
つ
い
て
詳
し
く
書
か

れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
文
献
は
ビ
ル

マ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
そ
し
て
タ
イ
な

ど
の
東
南
ア
ジ
ア
各
国
に
広
く
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
現

在
ま
で
写
本
に
基
づ
い
た
研
究
が
行

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
研
究
内
容
の

一
つ
と
し
て
、
校
訂
テ
キ
ス
ト
を
作

成
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
現

在
は
ビ
ル
マ
文
字
の
写
本
と
ク
メ
ー

ル
文
字
の
写
本
と
を
比
較
対
照
し
て

「
外
国
人
留
学
生
奨
学
金
制
度
」
は
、仏
教
研
究
に
従
事
す
る
海
外
か
ら
の
学
者
・

研
究
者
ま
た
は
学
生
を
支
援
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
国
に
帰
り
、
日
本
で
学
ん
だ

仏
教
を
弘
く
伝
道
し
て
戴
き
た
い
と
の
願
い
か
ら
、
平
成
３
年
（
１
９
９
１
年
）

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
開
催
さ
れ
る
奨
学
金
審
査
委
員
会
は
平
成
23
年
度

（
２
０
１
１
年
度
）
ま
で
に
第
21
回
を
数
え
、
の
べ
58
名
の
素
晴
ら
し
い
人
材
を

採
用
し
て
参
り
ま
し
た
。
元
受
給
者
の
多
く
は
現
在
、
世
界
各
国
に
て
仏
教
学

界
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
当
協
会
で
は
、
本
誌
刊
行
を
記
念
し
、
又
、
今
後
の
更
な
る
奨
学
金

制
度
の
充
実
と
発
展
を
目
指
し
〝BD

K Fellow
ship Association

〟（
仏
教
伝

道
協
会
外
国
人
留
学
生
奨
学
金
受
給
者
組
織
）
を
新
た
に
設
立
、
世
界
で
活
躍

の
場
を
広
げ
る
元
受
給
者
同
士
、
協
会
関
係
者
と
の
交
流
の
場
を
提
供
、
支
援

す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
今
後BD

K Fellow
ship Association

で
はSN

S

を

利
用
し
た
情
報
交
換
の
場
を
設
け
、
最
新
情
報
の
共
有
、
更
な
る
仏
教
学
の
発

展
を
願
っ
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

校
訂
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
文
献
の
内
容
の
多
く

は
古
い
文
献
か
ら
の
引
用
で
す
。よ
っ

て
私
は
そ
の
古
い
文
献
を
遡
っ
て

Lokappadīpakasāra

と
い
う
文
献

の
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
現
在
の
研
究
内
容
で
す
。

Q.
こ
の
テ
ー
マ
を
選
ば
れ
た
理
由
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

A.
も
と
も
と
私
は
地
獄
の
事
や
天
界

の
事
に
つ
い
て
、
例
え
ば
死
後
の
世

界
は
ど
う
な
る
の
か
、
こ
の
宇
宙
は

ど
う
い
う
も
の
な
の
か
と
言
う
こ
と

に
強
く
興
味
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

仏
教
文
献
の
中
に
も
そ
れ
ら
の
事
が

説
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
つ

い
て
研
究
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

Q. BD
K Fellow

ship

受
給
後
の
展
望

を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

A.
こ
れ
ま
で
受
給
し
た
奨
学
金
は

主
に
生
活
費
・
研
究
経
費
と
し
て
使

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
残
り
は
将
来
の
研
究
資
金
と
さ

せ
て
い
た
だ
く
つ
も
り
で
す
。BD

K 

Fellow
ship

受
給
後
は
そ
の
資
金
を

元
に
母
国
タ
イ
へ
戻
り
仏
教
大
学
の

教
員
を
し
な
が
ら
更
に
仏
教
文
献
の

研
究
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
パ
ー
リ
語
文
献
を
中
心
に
研

外
国
人
留
学
生
奨
学
金
制
度
と

今
後
の
展
望

究
し
て
い
ま
す
の
で
今
後
は
漢
訳
文

献
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
、
チ
ベ
ッ

ト
語
文
献
ま
で
範
囲
を
拡
大
し
て
研

究
を
深
め
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

渡
辺
先
生
へ
の
質
問
：

Q.
プ
ラ
チ
ャ
ッ
ポ
ン
さ
ん
の
現
在
ま

で
の
研
究
成
果
を
ど
の
よ
う
に
評
価

さ
れ
ま
す
か
？
又
今
後
ど
の
よ
う
な

成
果
を
期
待
さ
れ
ま
す
か
？

A.
実
際
に
研
究
と
い
う
の
は
大
学
院

に
入
っ
て
か
ら
に
な
り
ま
す
が
、
彼

は
南
方
仏
教
の
宇
宙
観
（
コ
ス
モ
ロ

ジ
ー
）
等
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
宇

宙
論
や
世
界
観
は
南
方
仏
教
だ
け
で

は
な
く
チ
ベ
ッ
ト
の
伝
承
や
漢
訳
な

ど
違
っ
た
伝
承
も
あ
り
ま
す
。
南
方
・

北
方
両
者
の
伝
承
を
見
て
み
ま
す
と

北
方
仏
教
の
伝
承
の
研
究
は
世
界
で

も
進
ん
で
い
る
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

南
方
仏
教
の
伝
承
を
見
て
み
ま
す
と
、

学
問
的
な
展
開
は
あ
ま
り
な
か
っ
た

の
で
す
ね
。
で
す
か
ら
、
そ
の
よ
う

な
分
野
の
研
究
は
将
来
新
し
い
研
究

分
野
を
開
拓
す
る
と
い
う
意
味
で
も

意
義
が
あ
る
こ
と
で
す
。
又
比
較
研

究
を
含
め
様
々
な
広
が
り
も
生
ま
れ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

修
士
論
文
を
書
か
れ
た
当
時
、
大
学

院
に
は
日
本
人
を
含
め
仏
教
学
専
攻

の
学
生
が
４
、５
名
お
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
プ
ラ
チ
ャ
ッ
ポ
ン
さ
ん
の
論

文
は
抜
群
で
し
た
の
で
当
大
学
の｢

仏
教
学
修
士
論
文
優
秀
賞｣

を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
大
学
院
全
体
の

論
文
審
査
で
も
賞
を
受
け
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
私
た
ち
指
導
教
授
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
留
学
生
で
あ
る
彼
の

努
力
に
対
す
る
周
囲
の
評
価
で
も
あ

り
ま
し
た
。
特
に
彼
の
研
究
姿
勢
が

大
変
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
例

え
ば
、「
こ
こ
ま
で
や
っ
て
き
て
下
さ

い
。
調
べ
て
き
て
下
さ
い
」
と
言
っ

て
も
、
な
か
な
か
言
わ
れ
た
こ
と
を

全
て
や
っ
て
く
る
人
は
居
ま
せ
ん
が
、

プ
ラ
チ
ャ
ッ
ポ
ン
さ
ん
は
文
字
通
り

全
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
プ

ラ
チ
ャ
ッ
ポ
ン
さ
ん
は
語
学
に
秀
で

て
い
ま
す
。
現
在
私
の
ク
ラ
ス
で
は

何
年
か
前
に
チ
ベ
ッ
ト
で
発
見
さ
れ

た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
『
維
摩
経
』

を
読
ん
で
お
り
ま
す
。サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語
や
漢
訳
を
使
用
し
な
が
ら
読
み

す
す
め
て
い
く
の
で
す
が
日
本
の
学

生
は
プ
ラ
チ
ャ
ッ
ポ
ン
さ
ん
の
語
学

力
に
驚
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
彼
に

は
語
学
の
セ
ン
ス
と
向
上
心
の
両
方

が
備
わ
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

Q.
先
生
か
ら
ご
覧
に
な
っ
てBD

K 

Fellow
ship

の
良
い
点
は
ど
こ
だ
と

思
わ
れ
ま
す
か
？

A.
プ
ラ
チ
ャ
ッ
ポ
ン
さ
ん
も
先
程

仰
っ
て
い
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
外

国
の
方
が
物
価
の
高
い
日
本
で
暮
ら

す
事
は
大
変
で
す
し
、
ま
た
、
こ
う

い
っ
た
方
々
の
奨
学
金
受
給
の
機
会

と
い
う
の
も
そ
ん
な
に
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
で
支
給

で
き
る
も
の
も
そ
う
多
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
プ
ラ
チ
ャ
ッ
ポ
ン
さ
ん
も
以

前
、
校
友
会
の
奨
学
金
を
も
ら
っ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
ち
ら
も
受
給
期
間

は
一
年
間
限
定
で
し
た
。
よ
っ
て
恒

常
的
に
研
究
を
続
け
る
と
い
う
の
は

難
し
い
と
思
い
ま
す
。
も
し
彼
が
僧

侶
と
し
て
寺
院
で
生
活
す
れ
ば
、
経

済
的
に
は
研
究
可
能
で
す
が
、
寺
に

い
れ
ば
寺
の
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
研
究
の
み
に
専
念
す

る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
事
で
す
。

そ
の
よ
う
な
意
味
で
も
、プ
ラ
チ
ャ
ッ

ポ
ン
さ
ん
へ
のBD

K Fellow
ship

支
給
は
大
変
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま

す
。
一
般
的
に
申
し
ま
し
て
も
外

国
籍
の
方
が
日
本
で
勉
強
す
る
と
い

う
の
は
大
変
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、BD

K 

Fellow
ship

は
非
常
に
有
難
い
制
度

だ
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
留
学
生
の

方
が
母
国
に
帰
っ
て
教
員
に
な
る
確

率
が
非
常
に
高
い
で
す
し
、
そ
の
繋

が
り
を
上
手
に
活
か
し
な
が
ら
最
終

的
に
は
将
来
の
仏
教
学
研
究
の
飛
躍

に
も
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う
事
に
な

り
ま
す
か
ら
、BD

K Fellow
ship

は

社
会
的
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

Q.
今
後
受
給
を
希
望
さ
れ
る
学
生
・

研
究
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

A.
自
分
の
研
究
を
ま
ず
基
本
的
な
と

こ
ろ
か
ら
始
め
て
、
そ
し
て
学
位
に

繋
が
る
よ
う
に
研
究
を
地
道
に
続
け

て
い
く
こ
と
、
こ
れ
に
尽
き
ま
す
。

あ
と
は
個
人
的
な
見
解
で
す
が
、
奨

学
金
を
支
給
す
る
仏
教
伝
道
協
会
も

受
給
者
と
の
繋
が
り
を
更
に
深
め
、

ま
た
広
め
て
い
く
こ
と
で
、
仏
教
伝

道
に
繋
げ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

※
本
奨
学
金
制
度
の
詳
細
は
当
協
会

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
参
照
下
さ
い

ゲ
ス
ト

東
洋
大
学
博
士
後
期
課
程
在
籍
チ
ャ
イ
ト
ン
デ
ィ
ー
・
プ
ラ
チ
ャ
ッ
ポ
ン
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
写
真
左
）

同
指
導
教
授
東
洋
大
学
文
学
部
イ
ン
ド
哲
学
科
教
授
渡
辺
章
悟
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
写
真
右
）

質
問
者

財
団
法
人
仏
教
伝
道
協
会

江
口
郁

同

大
來
尚
順

（
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
：
渡
辺
章
悟
先
生
研
究
室
に
て
）

～
平
成
23
年
度（
２
０
１
１
年
度
）

           

受
給
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
～

(

財)

仏
教
伝
道
協
会
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平
成
23
年
度
（
２
０
１
１
年
度
）
の

採
用
は
３
名
。
今
回
は
そ
の
内
の
１

名
、
東
洋
大
学
博
士
課
程
在
籍
中
の

チ
ャ
イ
ト
ン
デ
ィ
ー
・
プ
ラ
チ
ャ
ッ

ポ
ン
師
と
そ
の
指
導
教
授
で
あ
る
同

大
学
文
学
部
イ
ン
ド
哲
学
科
渡
辺
章

悟
教
授
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

プ
ラ
チ
ャ
ッ
ポ
ン
さ
ん
へ
の
質
問
：

Q.
現
在
の
研
究
内
容
を
教
え
て
下
さ

い
。

A.

私
はLokappadīpakasāra

と

い
う
パ
ー
リ
語
の
文
献
を
研
究
し
て

い
ま
す
。
こ
の
文
献
は
14
世
紀
に
ビ

ル
マ
の
僧
侶
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も

の
で
す
。
内
容
と
し
て
は
、
天
国
や

地
獄
、
そ
し
て
歴
史
的
宇
宙
論
、
地

理
的
世
界
観
に
つ
い
て
詳
し
く
書
か

れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
文
献
は
ビ
ル

マ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
そ
し
て
タ
イ
な

ど
の
東
南
ア
ジ
ア
各
国
に
広
く
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
現

在
ま
で
写
本
に
基
づ
い
た
研
究
が
行

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
研
究
内
容
の

一
つ
と
し
て
、
校
訂
テ
キ
ス
ト
を
作

成
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
現

在
は
ビ
ル
マ
文
字
の
写
本
と
ク
メ
ー

ル
文
字
の
写
本
と
を
比
較
対
照
し
て

「
外
国
人
留
学
生
奨
学
金
制
度
」
は
、仏
教
研
究
に
従
事
す
る
海
外
か
ら
の
学
者
・

研
究
者
ま
た
は
学
生
を
支
援
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
国
に
帰
り
、
日
本
で
学
ん
だ

仏
教
を
弘
く
伝
道
し
て
戴
き
た
い
と
の
願
い
か
ら
、
平
成
３
年
（
１
９
９
１
年
）

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
開
催
さ
れ
る
奨
学
金
審
査
委
員
会
は
平
成
23
年
度

（
２
０
１
１
年
度
）
ま
で
に
第
21
回
を
数
え
、
の
べ
58
名
の
素
晴
ら
し
い
人
材
を

採
用
し
て
参
り
ま
し
た
。
元
受
給
者
の
多
く
は
現
在
、
世
界
各
国
に
て
仏
教
学

界
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
当
協
会
で
は
、
本
誌
刊
行
を
記
念
し
、
又
、
今
後
の
更
な
る
奨
学
金

制
度
の
充
実
と
発
展
を
目
指
し
〝BD

K Fellow
ship Association

〟（
仏
教
伝

道
協
会
外
国
人
留
学
生
奨
学
金
受
給
者
組
織
）
を
新
た
に
設
立
、
世
界
で
活
躍

の
場
を
広
げ
る
元
受
給
者
同
士
、
協
会
関
係
者
と
の
交
流
の
場
を
提
供
、
支
援

す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
今
後BD

K Fellow
ship Association

で
はSN

S

を

利
用
し
た
情
報
交
換
の
場
を
設
け
、
最
新
情
報
の
共
有
、
更
な
る
仏
教
学
の
発

展
を
願
っ
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

校
訂
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
文
献
の
内
容
の
多
く

は
古
い
文
献
か
ら
の
引
用
で
す
。よ
っ

て
私
は
そ
の
古
い
文
献
を
遡
っ
て

Lokappadīpakasāra

と
い
う
文
献

の
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
現
在
の
研
究
内
容
で
す
。

Q.
こ
の
テ
ー
マ
を
選
ば
れ
た
理
由
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

A.
も
と
も
と
私
は
地
獄
の
事
や
天
界

の
事
に
つ
い
て
、
例
え
ば
死
後
の
世

界
は
ど
う
な
る
の
か
、
こ
の
宇
宙
は

ど
う
い
う
も
の
な
の
か
と
言
う
こ
と

に
強
く
興
味
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

仏
教
文
献
の
中
に
も
そ
れ
ら
の
事
が

説
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
つ

い
て
研
究
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

Q. BD
K Fellow

ship

受
給
後
の
展
望

を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

A.
こ
れ
ま
で
受
給
し
た
奨
学
金
は

主
に
生
活
費
・
研
究
経
費
と
し
て
使

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
残
り
は
将
来
の
研
究
資
金
と
さ

せ
て
い
た
だ
く
つ
も
り
で
す
。BD

K 

Fellow
ship

受
給
後
は
そ
の
資
金
を

元
に
母
国
タ
イ
へ
戻
り
仏
教
大
学
の

教
員
を
し
な
が
ら
更
に
仏
教
文
献
の

研
究
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
パ
ー
リ
語
文
献
を
中
心
に
研

外
国
人
留
学
生
奨
学
金
制
度
と

今
後
の
展
望

究
し
て
い
ま
す
の
で
今
後
は
漢
訳
文

献
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
、
チ
ベ
ッ

ト
語
文
献
ま
で
範
囲
を
拡
大
し
て
研

究
を
深
め
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

渡
辺
先
生
へ
の
質
問
：

Q.
プ
ラ
チ
ャ
ッ
ポ
ン
さ
ん
の
現
在
ま

で
の
研
究
成
果
を
ど
の
よ
う
に
評
価

さ
れ
ま
す
か
？
又
今
後
ど
の
よ
う
な

成
果
を
期
待
さ
れ
ま
す
か
？

A.
実
際
に
研
究
と
い
う
の
は
大
学
院

に
入
っ
て
か
ら
に
な
り
ま
す
が
、
彼

は
南
方
仏
教
の
宇
宙
観
（
コ
ス
モ
ロ

ジ
ー
）
等
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
宇

宙
論
や
世
界
観
は
南
方
仏
教
だ
け
で

は
な
く
チ
ベ
ッ
ト
の
伝
承
や
漢
訳
な

ど
違
っ
た
伝
承
も
あ
り
ま
す
。
南
方
・

北
方
両
者
の
伝
承
を
見
て
み
ま
す
と

北
方
仏
教
の
伝
承
の
研
究
は
世
界
で

も
進
ん
で
い
る
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

南
方
仏
教
の
伝
承
を
見
て
み
ま
す
と
、

学
問
的
な
展
開
は
あ
ま
り
な
か
っ
た

の
で
す
ね
。
で
す
か
ら
、
そ
の
よ
う

な
分
野
の
研
究
は
将
来
新
し
い
研
究

分
野
を
開
拓
す
る
と
い
う
意
味
で
も

意
義
が
あ
る
こ
と
で
す
。
又
比
較
研

究
を
含
め
様
々
な
広
が
り
も
生
ま
れ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

修
士
論
文
を
書
か
れ
た
当
時
、
大
学

院
に
は
日
本
人
を
含
め
仏
教
学
専
攻

の
学
生
が
４
、５
名
お
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
プ
ラ
チ
ャ
ッ
ポ
ン
さ
ん
の
論

文
は
抜
群
で
し
た
の
で
当
大
学
の｢

仏
教
学
修
士
論
文
優
秀
賞｣

を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
大
学
院
全
体
の

論
文
審
査
で
も
賞
を
受
け
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
私
た
ち
指
導
教
授
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
留
学
生
で
あ
る
彼
の

努
力
に
対
す
る
周
囲
の
評
価
で
も
あ

り
ま
し
た
。
特
に
彼
の
研
究
姿
勢
が

大
変
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
例

え
ば
、「
こ
こ
ま
で
や
っ
て
き
て
下
さ

い
。
調
べ
て
き
て
下
さ
い
」
と
言
っ

て
も
、
な
か
な
か
言
わ
れ
た
こ
と
を

全
て
や
っ
て
く
る
人
は
居
ま
せ
ん
が
、

プ
ラ
チ
ャ
ッ
ポ
ン
さ
ん
は
文
字
通
り

全
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
プ

ラ
チ
ャ
ッ
ポ
ン
さ
ん
は
語
学
に
秀
で

て
い
ま
す
。
現
在
私
の
ク
ラ
ス
で
は

何
年
か
前
に
チ
ベ
ッ
ト
で
発
見
さ
れ

た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
『
維
摩
経
』

を
読
ん
で
お
り
ま
す
。サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語
や
漢
訳
を
使
用
し
な
が
ら
読
み

す
す
め
て
い
く
の
で
す
が
日
本
の
学

生
は
プ
ラ
チ
ャ
ッ
ポ
ン
さ
ん
の
語
学

力
に
驚
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
彼
に

は
語
学
の
セ
ン
ス
と
向
上
心
の
両
方

が
備
わ
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

Q.
先
生
か
ら
ご
覧
に
な
っ
てBD

K 

Fellow
ship

の
良
い
点
は
ど
こ
だ
と

思
わ
れ
ま
す
か
？

A.
プ
ラ
チ
ャ
ッ
ポ
ン
さ
ん
も
先
程

仰
っ
て
い
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
外

国
の
方
が
物
価
の
高
い
日
本
で
暮
ら

す
事
は
大
変
で
す
し
、
ま
た
、
こ
う

い
っ
た
方
々
の
奨
学
金
受
給
の
機
会

と
い
う
の
も
そ
ん
な
に
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
で
支
給

で
き
る
も
の
も
そ
う
多
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
プ
ラ
チ
ャ
ッ
ポ
ン
さ
ん
も
以

前
、
校
友
会
の
奨
学
金
を
も
ら
っ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
ち
ら
も
受
給
期
間

は
一
年
間
限
定
で
し
た
。
よ
っ
て
恒

常
的
に
研
究
を
続
け
る
と
い
う
の
は

難
し
い
と
思
い
ま
す
。
も
し
彼
が
僧

侶
と
し
て
寺
院
で
生
活
す
れ
ば
、
経

済
的
に
は
研
究
可
能
で
す
が
、
寺
に

い
れ
ば
寺
の
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
研
究
の
み
に
専
念
す

る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
事
で
す
。

そ
の
よ
う
な
意
味
で
も
、プ
ラ
チ
ャ
ッ

ポ
ン
さ
ん
へ
のBD

K Fellow
ship

支
給
は
大
変
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま

す
。
一
般
的
に
申
し
ま
し
て
も
外

国
籍
の
方
が
日
本
で
勉
強
す
る
と
い

う
の
は
大
変
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、BD

K 

Fellow
ship

は
非
常
に
有
難
い
制
度

だ
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
留
学
生
の

方
が
母
国
に
帰
っ
て
教
員
に
な
る
確

率
が
非
常
に
高
い
で
す
し
、
そ
の
繋

が
り
を
上
手
に
活
か
し
な
が
ら
最
終

的
に
は
将
来
の
仏
教
学
研
究
の
飛
躍

に
も
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う
事
に
な

り
ま
す
か
ら
、BD

K Fellow
ship

は

社
会
的
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

Q.
今
後
受
給
を
希
望
さ
れ
る
学
生
・

研
究
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

A.
自
分
の
研
究
を
ま
ず
基
本
的
な
と

こ
ろ
か
ら
始
め
て
、
そ
し
て
学
位
に

繋
が
る
よ
う
に
研
究
を
地
道
に
続
け

て
い
く
こ
と
、
こ
れ
に
尽
き
ま
す
。

あ
と
は
個
人
的
な
見
解
で
す
が
、
奨

学
金
を
支
給
す
る
仏
教
伝
道
協
会
も

受
給
者
と
の
繋
が
り
を
更
に
深
め
、

ま
た
広
め
て
い
く
こ
と
で
、
仏
教
伝

道
に
繋
げ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

※
本
奨
学
金
制
度
の
詳
細
は
当
協
会

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
参
照
下
さ
い

ゲ
ス
ト

東
洋
大
学
博
士
後
期
課
程
在
籍
チ
ャ
イ
ト
ン
デ
ィ
ー
・
プ
ラ
チ
ャ
ッ
ポ
ン
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
写
真
左
）

同
指
導
教
授
東
洋
大
学
文
学
部
イ
ン
ド
哲
学
科
教
授
渡
辺
章
悟
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
写
真
右
）

質
問
者

財
団
法
人
仏
教
伝
道
協
会

江
口
郁

同

大
來
尚
順

（
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
：
渡
辺
章
悟
先
生
研
究
室
に
て
）

～
平
成
23
年
度（
２
０
１
１
年
度
）

           

受
給
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
～

(

財)

仏
教
伝
道
協
会

67
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台
湾

昭
和
40
年
（
１
９
６
５
年
）
に

設
立
さ
れ
た
当
財
団
は
今
年

（
２
０
１
１
年
）
で
創
立
46
周
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
、
事
務
局
で

は
沼
田
智
秀
会
長
の
も
と
18
名
の

職
員
が
在
籍
、
仏
教
精
神
の
現
代
的

理
解
を
広
め
仏
教
精
神
文
化
の
振

興
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
啓
蒙
活
動
に

日
々
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

仏教伝道協会

日
本

問い合わせ先：〒１０８－００１４ 東京都港区芝４－３－１４仏教伝道センタービル（６階事務局）
TEL: 03-3455-5851（代）FAX: 03-3798-2758  E-mail: bdk@bdk.or.jp URL: http://www.bdk.or.jp

仏教伝道協会

財団法人 仏教伝道協会

問い合わせ先：c/o Mitutoyo Taiwan Co., LTD. 4F, No.71, 
Zhou Zi street, Neihu, Taipei, TAIWAN 
TEL: 02-8752-3636 FAX: 02-8752-3267 
E-mail: bdk@mitutoyo.com.tw　

お
り
ま
し
た
。
昭
和
61
年
（
１
９
８
６

年
）
に
台
湾
ミ
ツ
ト
ヨ
が
設
立
さ
れ
、

平
成
12
年
（
２
０
０
０
年
）
に
社
団
法

人「
台
湾
仏
教
伝
道
協
会
」が
設
立
、『
仏

教
聖
典
』
の
普
及
活
動
に
更
な
る
力
を

入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
理
事
長

に
は
台
湾
を
代
表
す
る
著
名
な
書
道
家

で
有
り
、
大
学
教
授
で
も
あ
る
張
炳
煌

氏
を
お
迎
え
し
、
張
理
事
長
が
作
成
し

た
カ
レ
ン
ダ
ー
（
写
真
参
照
）
を
毎
年

刊
行
、
永
年
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

平
成
22
年
（
２
０
１
０
年
）
11
月
に

は
台
湾
仏
教
伝
道
協
会
総
会
を
実
施
、

多
く
の
方
々
に
ご
出
席
を
賜
り
ま
し

た
。
台
湾
仏
教
伝
道

協
会
事
務
局
は
、
台

湾
ミ
ツ
ト
ヨ
の
台
北

オ
フ
ィ
ス
内
に
あ

り
、『
仏
教
聖
典
』

頒
布
活
動
は
関
係
各

位
の
協
力
を
得
な
が

ら
理
事
の
堤
佳
夫

（
写
真
左
）、
洪
嘉
敏

（
写
真
右
）
が
担
当

し
て
お
り
ま
す
。

台
湾
に
お
け
る
仏
教
伝
道
の
活
動

は
、
昭
和
45
年
（
１
９
７
０
年
）「
台

北
市
仏
学
研
究
会
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
、
当
初
は
（
株
）
ミ
ツ
ト
ヨ
の
代
理

店
で
あ
る
星
隆
貿
易
と
建
大
貿
易
が

『
仏
教
聖
典
』
の
配
布
活
動
を
行
っ
て

（仏教伝道協会職員）

（堤理事と洪職員）
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シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

ハ
ワ
イ

メ
キ
シ
コ

ア
メ
リ
カ

メ
キ
シ
コ
仏
教
伝
道
協
会
（
メ
キ
シ
コ

惠
光
寺
）
は
昭
和
60
年
（
１
９
８
５
年
）

に
設
立
、
現
在
、
理
事
長
の
戸
髙
紘
一
（
写

真
中
央
）
を
は
じ
め
と
す
る
５
名
の
ス
タ
ッ

フ
で
メ
キ
シ
コ
全
土
８
０
０
軒
以
上
の
ホ

テ
ル
の
各
部
屋
に
『
仏
教
聖
典
』
を
寄
贈

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
の
寄
贈
冊

数
は
１
８
７
，
０
０
０
冊
（
平
成
23
年
９

月
現
在
）
を
超
え
て
お
り
ま
す
。

メ
キ
シ
コ
惠
光
寺
は
、
超
宗
派
の
単
立

仏
教
寺
院
と
し
て
、
メ
キ
シ
コ
市
を
中
心

に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
法
務
活
動
と
し

て
は
、
毎
週
行
わ
れ
る
日
曜
法
話
会
、
週

２
回
の
瞑
想
、
週
１
回
の
仏
教
セ
ミ
ナ
ー
、

年
４
回
の
安
居
合
宿
等
が
定
例
と
な
っ
て

仏教伝道協会

国仏教伝道協会 米
国
仏
教
伝
道
協
会
は
、
昭
和
53

年
（
１
９
７
８
年
）
に
発
願
者
に
よ
っ

て
、
仏
教
伝
道
協
会
の
最
初
の
海
外
拠

点
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
活

動
と
し
て
英
訳
大
蔵
経
翻
訳
事
業
の
推

進
、『
仏
教
聖
典
』
の
ア
メ
リ
カ
国
内

ホ
テ
ル
、
刑
務
所
、
公
共
施
設
へ
寄
贈

な
ど
の
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り

ま
す
。

学
術
的
な
支
援
と
し
て
は
「
沼
田
仏

教
講
座
」
を
米
国
内
主
要
７
大
学
（
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、
シ
カ
ゴ
大
学
、
ハ

ワ
イ
大
学
、
ス
ミ
ス
大
学
、
米
国
仏
教

大
学
院
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
校
）
に
開
設
し
、
様
々

な
仏
教
の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
構

成
さ
れ
る
こ
の
「
沼
田
仏
教
講

座
」
を
通
し
て
ア
メ
リ
カ
の
仏

教
学
研
究
の
発
展
に
貢
献
し
て

お
り
ま
す
。

又
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、「
Ｂ

Ｄ
Ｋ
無
限
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

い
う
英
語
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言

語
の
仏
教
研
究
資
料
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
を
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

ア ア仏教伝道協会
ア
ジ
ア
仏
教
伝
道
協
会
は
財
団
法
人

仏
教
伝
道
協
会
の
東
南
ア
ジ
ア
で
の
拠

点
と
し
て
昭
和
60
年
（
１
９
８
５
年
）

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
11
年
（
１
９
９
９
年
）
12
月
に

は
タ
イ
・
ブ
ラ
パ
大
学
内
工
業
校
正
セ

ン
タ
ー
の
開
所
に
際
し
マ
ハ
チ
ャ
ク

リ
・
シ
リ
ン
ド
ー
ン
タ
イ
国
王
女
へ

記
念
品
と
し
て
32
カ
国
語
版
の
『
仏
教

聖
典
』
を
直
接
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
又
、
平
成
13
年
（
２
０
０
１

年
）
９
月
に
は
タ
イ
・
ホ
テ
ル
協
会
へ

５
0
０
０
０
冊
の
『
仏
教
聖
典
』
を
寄

問い合わせ先：c/o Mitutoyo Asia Pacifi c Pte. Ltd. 24 Kallang 
Avenue, Mitutoyo Building, Singapore 339415 SINGAPORE ４
Tel: 6294-2211 FAX: 6299-6666 
E-mail: bdk@mitutoyo.com.sg

贈
、
バ
ン
コ
ク
市
内
シ
リ
キ
ッ
ト
王
女

国
立
会
議
場
に
て
タ
イ
・
ホ
テ
ル
協
会

副
会
長
ご
臨
席
の
も
と
寄
贈
式
典
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
：
ア
ジ
ア
仏
教
伝
道
協
会
担
当
者
）

ア
ジ
ア
仏
教
伝
道
協
会
内
に
は
発
願

者
で
あ
る
沼
田
惠
範
氏
の
志
を
忘
れ
ぬ

よ
う
特
別
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
、
理

事
の
松
中
悦
夫
を
代
表
と
し
担
当
の
コ

リ
ー
ン
・
リ
ュ
ー
（
写
真
左
）
を
中
心

と
し
た
ス
タ
ッ
フ
で
今
後
も
東
南
ア
ジ

ア
圏
で
の
活
動
を
積
極
的
に
継
続
し
て

い
く
予
定
で
す
。

問い合わせ先：2620 Warring Street, Berkeley CA 94704 USA 
TEL: 510-843-4128 FAX: 510-845-3409 
E-mail: manager@numatacenter.com 
URL: http://www.bdkamerica.org

大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
の
協
力
を
得
て
推

進
し
て
お
り
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
へ
の
広

告
伝
道
活
動
と
し
て
は
、
仏
教
の
テ

レ
ビ
番
組
を
制
作
し
、
数
年
間
南
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
の
地
域
で
毎
週
放
送
致
し

ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
番
組
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ

化
し
（D

harm
aN

et

）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
し
て
も
閲
覧
が
可
能
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

問い合わせ先：Prolg. Eugenia No.17, Col. Nápoles, 
C.P. 03810 México, D.F. 
TEL / FAX: 55-5669-1088 
TEL: 55-5543-0507 / 55-5669-1089 
E-mail: bdkmexico@prodigy.net.mx

お
り
、
そ
の
他
、
冠
婚
葬
祭
、
盂
蘭
盆
会

法
要
、
落
慶
法
要
、
法
事
等
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
平
成
22
年
（
２
０
１
０
年
）
２

月
に
は
仏
教
伝
道
の
一
環
と
し
て
日
本
の

茶
道
や
食
文
化
を
紹
介
す
る
茶
室
【
茶
え

ん
】
の
開
業
を
支
援
、
草
木
山
河
を
表
現

し
た
境
内
を
観
賞
し
な
が
ら
、
市
井
の
山

居
で
思
い
や
り
と
お
も
て
な
し
の
布
教
に

も
努
め
て
お
り
ま
す
。
又
、剣
道
、空
手
道
、

棋
道
（
囲
碁
）、
ヨ
ー
ガ
、
合
気
道
等
日
本

の
文
武
活
動
も
行
っ
て
お
り
、
地
域
の
方

が
た
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
身
近
な
活
動
を

目
指
し
日
々
務
め
て
お
り
ま
す

問い合わせ先：1757 Algaroba Street, Honolulu, HI 96826 USA 
TEL: 808-942-1511
FAX: 808-942-2622 E-mail: bdkhawaii@gmail.com

仏教伝道協会 ハ
ワ
イ
仏
教
伝
道
協
会
は
昭
和
53
年

（
１
９
７
８
年
）
に
初
代
理
事
長
と
し
て
約

20
年
間
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
ラ
ル
フ
・
ホ

ン
ダ
氏
と
発
願
者
の
働
き
か
け
に
よ
り
、

仏
教
伝
道
協
会
の
ハ
ワ
イ
で
の
活
動
拠
点

と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
３
年

（
１
９
９
１
年
）
に
は
現
在
の
場
所
に
事
務

局
を
開
設
、
そ
の
後
２
代
理
事
長
で
あ
る

本
願
寺
ハ
ワ
イ
開
教
区
前
総
長
の
藤
谷
義

昭
師
が
就
任
、
約
10
年
に
亘
っ
て
活
動
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
21
年
（
２
０
０
９
年
）
３
月
か
ら

は
ハ
ワ
イ
大
学
名
誉
教
授
で
あ
る
ジ
ョ
ー

ジ
・
タ
ナ
ベ
（
写
真
右
）
が
第
３
代
理
事

長
と
し
て
そ
の
活
動
を
引
き
継
ぎ
、
今
年

新
た
に
『
仏
教
聖
典
』
頒
布
責
任
者
と
し

て
曹
洞
宗
、
浄
土
宗
な
ど
の
僧
籍
を
持
つ

ク
ラ
イ
ド
・
ウ
ィ
ッ
ト
ワ
ー
ス
（
写
真
左
）

を
迎
え
更
な
る
活
動
の
強
化
を
図
っ
て
お

り
ま
す
。

ハ
ワ
イ
仏
教
伝
道
協
会
で
は
『
仏
教
聖

典
』
を
ハ
ワ
イ
、
グ
ア
ム
、
サ
イ
パ
ン
他

の
寺
院
、
ホ
テ
ル
や
そ
の
他
施
設
へ
寄
贈
、

地
元
に
根
ざ
し
た
活
動
を
目
指
し
ハ
ワ
イ

大
学
や
チ
ャ
ミ
ン
ナ
ー
デ
大
学
に
於
け
る

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
支
援
も
し
て
お
り
ま

す
。

米
国
仏
教
伝
道
協
会
は
、
現
在
、

理
事
長
の
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ナ
ガ
タ
（
写

真
左
か
ら
二
番
目
）
を
中
心
と
し
た

４
名
の
職
員
で
米
国
内
の
様
々
な
仏

教
寺
院
・
研
究
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し

仏
法
弘
通
の
為
、
活
動
し
て
お
り
ま

す
。

（ナガタ理事長と米国仏教伝道協会職員）

（戸髙理事長とメキシコ仏教伝道協会職員）

（タナベ理事長とウィットワース職員）

（アジア仏教伝道協会職員）
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シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

ハ
ワ
イ

メ
キ
シ
コ

ア
メ
リ
カ

メ
キ
シ
コ
仏
教
伝
道
協
会
（
メ
キ
シ
コ

惠
光
寺
）
は
昭
和
60
年
（
１
９
８
５
年
）

に
設
立
、
現
在
、
理
事
長
の
戸
髙
紘
一
（
写

真
中
央
）
を
は
じ
め
と
す
る
５
名
の
ス
タ
ッ

フ
で
メ
キ
シ
コ
全
土
８
０
０
軒
以
上
の
ホ

テ
ル
の
各
部
屋
に
『
仏
教
聖
典
』
を
寄
贈

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
の
寄
贈
冊

数
は
１
８
７
，
０
０
０
冊
（
平
成
23
年
９

月
現
在
）
を
超
え
て
お
り
ま
す
。

メ
キ
シ
コ
惠
光
寺
は
、
超
宗
派
の
単
立

仏
教
寺
院
と
し
て
、
メ
キ
シ
コ
市
を
中
心

に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
法
務
活
動
と
し

て
は
、
毎
週
行
わ
れ
る
日
曜
法
話
会
、
週

２
回
の
瞑
想
、
週
１
回
の
仏
教
セ
ミ
ナ
ー
、

年
４
回
の
安
居
合
宿
等
が
定
例
と
な
っ
て

仏教伝道協会

国仏教伝道協会 米
国
仏
教
伝
道
協
会
は
、
昭
和
53

年
（
１
９
７
８
年
）
に
発
願
者
に
よ
っ

て
、
仏
教
伝
道
協
会
の
最
初
の
海
外
拠

点
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
活

動
と
し
て
英
訳
大
蔵
経
翻
訳
事
業
の
推

進
、『
仏
教
聖
典
』
の
ア
メ
リ
カ
国
内

ホ
テ
ル
、
刑
務
所
、
公
共
施
設
へ
寄
贈

な
ど
の
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り

ま
す
。

学
術
的
な
支
援
と
し
て
は
「
沼
田
仏

教
講
座
」
を
米
国
内
主
要
７
大
学
（
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、
シ
カ
ゴ
大
学
、
ハ

ワ
イ
大
学
、
ス
ミ
ス
大
学
、
米
国
仏
教

大
学
院
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
校
）
に
開
設
し
、
様
々

な
仏
教
の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
構

成
さ
れ
る
こ
の
「
沼
田
仏
教
講

座
」
を
通
し
て
ア
メ
リ
カ
の
仏

教
学
研
究
の
発
展
に
貢
献
し
て

お
り
ま
す
。

又
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、「
Ｂ

Ｄ
Ｋ
無
限
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

い
う
英
語
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言

語
の
仏
教
研
究
資
料
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
を
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

ア ア仏教伝道協会
ア
ジ
ア
仏
教
伝
道
協
会
は
財
団
法
人

仏
教
伝
道
協
会
の
東
南
ア
ジ
ア
で
の
拠

点
と
し
て
昭
和
60
年
（
１
９
８
５
年
）

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
11
年
（
１
９
９
９
年
）
12
月
に

は
タ
イ
・
ブ
ラ
パ
大
学
内
工
業
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正
セ

ン
タ
ー
の
開
所
に
際
し
マ
ハ
チ
ャ
ク

リ
・
シ
リ
ン
ド
ー
ン
タ
イ
国
王
女
へ

記
念
品
と
し
て
32
カ
国
語
版
の
『
仏
教

聖
典
』
を
直
接
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
又
、
平
成
13
年
（
２
０
０
１

年
）
９
月
に
は
タ
イ
・
ホ
テ
ル
協
会
へ

５
0
０
０
０
冊
の
『
仏
教
聖
典
』
を
寄
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王
女
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立
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議
場
に
て
タ
イ
・
ホ
テ
ル
協
会

副
会
長
ご
臨
席
の
も
と
寄
贈
式
典
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
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写
真
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ア
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協
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担
当
者
）

ア
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内
に
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で
あ
る
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氏
の
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を
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よ
う
特
別
展
示
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を
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置
、
理

事
の
松
中
悦
夫
を
代
表
と
し
担
当
の
コ

リ
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ン
・
リ
ュ
ー
（
写
真
左
）
を
中
心

と
し
た
ス
タ
ッ
フ
で
今
後
も
東
南
ア
ジ

ア
圏
で
の
活
動
を
積
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的
に
継
続
し
て

い
く
予
定
で
す
。
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道
活
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教
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テ
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番
組
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数
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間
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の
地
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で
毎
週
放
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、
そ
の
他
、
冠
婚
葬
祭
、
盂
蘭
盆
会

法
要
、
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慶
法
要
、
法
事
等
を
行
っ
て
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ま
す
。
平
成
22
年
（
２
０
１
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年
）
２

月
に
は
仏
教
伝
道
の
一
環
と
し
て
日
本
の

茶
道
や
食
文
化
を
紹
介
す
る
茶
室
【
茶
え

ん
】
の
開
業
を
支
援
、
草
木
山
河
を
表
現

し
た
境
内
を
観
賞
し
な
が
ら
、
市
井
の
山

居
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思
い
や
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と
お
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な
し
の
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教
に

も
努
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ま
す
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又
、剣
道
、空
手
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、

棋
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（
囲
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、
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等
日
本

の
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活
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お
り
、
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の
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に
受
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入
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れ
る
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な
活
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を
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ま
す
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ダ
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発
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者
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に
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、
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会
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成
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に
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右
）
が
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３
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、
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に
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宗
、
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な
ど
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を
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つ
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・
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ト
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ス
（
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真
左
）

を
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更
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る
活
動
の
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ま
す
。
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仏
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で
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、
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や
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、
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に
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た
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ワ
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に
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の
支
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て
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ま

す
。

米
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協
会
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現
在
、

理
事
長
の
ブ
ラ
イ
ア
ン
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ガ
タ
（
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で
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・
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し
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ド
イ
ツ

カ
ナ
ダ

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
『
仏
教
聖
典
』

普
及
は
財
団
が
認
可
さ
れ
た
昭
和
55

年
（
１
９
８
０
年
）
６
月
に
始
ま
り

今
年
で
31
年
が
経
過
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
現
在
財
団
は
理
事
長
の
水

谷
隆
（
写
真
右
）
の
ほ
か
８
名
で
管

理
運
営
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
う
ち
パ
ウ
ラ
・
チ
エ
・
ウ
チ
ミ(

写

真
左
か
ら
２
番
目)

、
リ
カ
ル
ド
・
マ

サ
ヨ
シ
・
イ
ノ
ウ
エ
（
写
真
左
）
が

南
米
ミ
ツ
ト
ヨ
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
事
務

所
内
に
あ
る
事
務
局
に
て
日
常
的
な

活
動
支
援
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

『
仏
教
聖
典
』
の
頒
布
活
動
は
ホ
テ

ル
な
ら
び
に
仏
教
寺
院
へ
の
配
布
を

主
と
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年

（
平
成
23
年
７
月
現
在
）
の
実
績
と
致

し
ま
し
て
は
、
ホ
テ
ル
へ
の
寄
贈
は

月
平
均
２
．
６
件
の
依
頼
を
い
た
だ

き
、
２
５
３
冊
を
配
布
、
仏
教
寺
院

へ
の
寄
贈
は
月
平
均
１
．
５
件
の
依

頼
を
い
た
だ
き
、
１
５
８
冊
の
配
布

と
な
っ
て
お
り
、
又
、
南
米
ミ
ツ
ト

ヨ
事
務
所
内
で
開
か
れ
る
計
測
セ
ミ

ナ
ー
や
講
習
へ
の
参
加
者
で
興
味
を

も
た
れ
た
方
が
た
に
聖
典
を
配
布
す

る
活
動
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
平
成
20
年

（
２
０
０
８
年
）
に
日
系
移
民
１
０
０

ホテルへの『仏教聖典』寄贈状況

仏教寺院への『仏教聖典』寄贈状況
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仏教伝道協会

カ
ナ
ダ
仏
教
伝
道
協
会
は
昭
和
62
年

（
１
９
８
７
年
）
に
北
米
に
於
け
る
仏

教
伝
道
協
会
の
活
動
の
重
要
拠
点
の
１

つ
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
は

一
般
個
人
向
け
以
外
に
も
カ
ナ
ダ
国
内

ホ
テ
ル
へ
の
『
仏
教
聖
典
』
寄
贈
活
動

を
推
進
す
べ
く
積
極
的
に
ホ
テ
ル
業
界

主
催
の
展
示
会
な
ど
に
参
加
、
米
国
仏

教
伝
道
協
会
や
地
元
の
各
仏
教
会
と
も

連
携
を
と
り
つ
つ
頒
布
活
動
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

又
、
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
、
ト
ロ
ン
ト

大
学
、
マ
ギ
ル
大
学
に
於
け
る
「
沼
田

仏
教
講
座
」
の
開
設
や
マ
ク
マ
ス
タ
ー

大
学
で
の
奨
学
金
制
度
設
置
へ
の
支
援

（
詳
細
英
語
記
事
参
照
）
な
ど
、
現
在
、

理
事
の
本
庄
康
雄
を
中
心
に
幅
広
い
活

動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
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仏教伝道協会

周
年
を
迎
え
、
現
在
日
系
人
人
口
は

１
０
０
万
人
を
超
え
る
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。「
い
た
だ
き
ま
す
」
の
一
言
に

も
あ
る
仏
教
心
、
そ
れ
を
後
世
に
伝
え

た
い
と
い
う
思
い
は
強
く
、
又
こ
う
し

た
歴
史
的
背
景
や
排
他
的
で
な
い
土
地

柄
か
ら
仏
教
と
の
交
わ
り
は
日
系
移
民

の
そ
の
初
期
か
ら
始
ま
り
同
時
に
各
仏

教
教
団
も
そ
の
布
教
や
人
々
の
安
穏
を

願
っ
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
拠
点
を
設
立
致
し

ま
し
た
。
例
え
ば
浄
土
真
宗
本
派
本
願

寺
南
米
教
団
は
平
成
23
年
（
２
０
１
０

年
）
に
開
教
60
周
年
を

迎
え
、
ま
た
日
系
人
ば

か
り
で
は
な
く
、
地
元

住
民
た
ち
の
間
で
も
仏

教
へ
の
興
味
を
示
し
、

修
行
を
実
践
し
て
い
る

人
た
ち
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

そ
の
他
の
南
米
仏
教

伝
道
協
会
の
活
動
と
し

て
ブ
ラ
ジ
ル
機
械
学
会

に
沼
田
惠
範
賞
（
技
術

賞
）
を
設
け
て
お
り
、

更
に
介
護
福
祉
施
設
や

教
育
機
関
へ
の
支
援
な

ど
も
実
施
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

仏教伝道協会

問い合わせ先 : Brüggener Weg 6, 40547 Düsseldorf, F.R. GERMANY 
TEL: 0211-577918-0　FAX: 0211-577918-219　
E-mail: pool@eko-haus.de URL: http://www.eko-haus.de

ド
イ
ツ
仏
教
伝
道
協
会
は
ド
イ

ツ
恵
光
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長

の
青
山
隆
夫
（
写
真
前
列
中
央
）

を
中
心
に
惠
光
寺
・
惠
光
日
本
文

化
セ
ン
タ
ー
・
惠
光
幼
稚
園
を
運

営
、
惠
光
寺
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
唯
一

の
日
本
式
仏
教
寺
院
建
築
と
し
て

平
成
４
年
（
１
９
９
２
年
）
９
月

に
阿
弥
陀
堂
入
仏
慶
讃
法
要
が
行

わ
れ
、
以
来
あ
ら
ゆ
る
仏
教
徒
の

心
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て
仏
教
儀
式

を
勤
め
て
お
り
、
境
内
の
日
本
庭

園
と
日
本
家
屋
は
四
季
の
草
花
の

装
い
と
共
に
来
館
者
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
お
り
ま
す
。

惠
光
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
仏
教

の
伝
統
に
基
づ
く
日
本
文
化
を
欧
州
各

国
の
人
々
に
紹
介
し
東
西
の
文
化
交
流

を
深
め
る
た
め
、
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
、
機
関
誌
『
法
輪
』
の
刊
行
、

『
仏
教
大
辞
典
ド
イ
ツ
語
版
』
の
出
版

を
は
じ
め
、
展
示
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
、

日
本
舞
踊
、
生
け
花
等
の
文
化
コ
ー
ス

に
い
た
る
様
々
な
活
動
を
続
け
て
お
り

ま
す
。
又
、
ド
イ
ツ
人
・
日
本
人
の
児

童
各
30
名
が
在
籍
す
る
惠
光
幼
稚
園
は

平
成
11
年
（
１
９
９
９
年
）
に
開
設
さ

れ
平
和
な
社
会
を
め
ざ
す
国
際
人
が
育

つ
こ
と
を
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

欧
州
圏
ホ
テ
ル
へ
の
『
仏
教
聖
典
』

寄
贈
は
ド
イ
ツ
の
高

級
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン

Steigenberger

系
列
の

ホ
テ
ル
が
主
で
、
新
規

ホ
テ
ル
開
業
時
に
は
必

ず
先
方
か
ら
注
文
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

平
成
22
年
（
２
０
１
０

年
）
に
は
上
記
に
加
え

ド
イ
ツ
国
内
の
中
小
規

模
の
ホ
テ
ル
30
軒
へ
計

２
１
２
０
冊
の
寄
贈
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
一
般
個
人
向
け
に

は
、
恵
光
セ
ン
タ
ー
訪
問
者
へ
の
販
売
、

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
い
た
方
々
へ
の

有
償
送
付
が
主
で
す
が
、
惠
光
寺
に
於

け
る
法
事
の
参
列
者
や
恵
光
幼
稚
園
園

児
保
護
者
へ
の
式
典
記
念
品
と
し
て
も

贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。

公
共
機
関
、
仏
教
団
体
向
け
に
は
依

頼
に
応
じ
て
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ド

イ
ツ
の
生
涯
学
習
機
関VH

S

で
は
仏

教
講
義
用
の
教
科
書
と
し
て
『
仏
教
聖

典
』
を
ご
活
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

又
、
平
成
22
年
（
２
０
１
０
年
）
秋
か

ら
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ギ
リ
シ
ャ
両
国

に
お
い
て
現
地
人
大
学
生
の
聖
典
頒
布

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
採
用
し
寄
贈
活
動
の

推
進
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
仏
教
に
関
心
を
持
つ

個
人
や
団
体
、
公
共
施
設
な
ど
に
寄
贈

を
働
き
か
け
、
今
後
東
欧
圏
へ
の
普
及

が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

又
、
ド
イ
ツ
仏
教
伝
道
協
会
で
は

平
成
22
年
（
２
０
１
０
年
）
度
現
在

ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
（
ド
イ
ツ
）、
ラ
イ

デ
ン
大
学
（
オ
ラ
ン
ダ
）、
ウ
ィ
ー
ン

大
学
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
の
３
大
学
に

て
「
沼
田
仏
教
講
座
」
を
開
設
、
ハ
ン

ブ
ル
ク
大
学
で
は
、
イ
ム
レ
・
ハ
マ
ー

教
授
（
エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・
ロ
ラ
ー
ン
ド

大
学
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
）
を
招
聘
し
、
５

月
１
日
か
ら
７
月
31
日
の
学
期
に
中
国

の
華
厳
仏
教
を
テ
ー
マ
と
し
た
２
講
義

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ラ
イ
デ
ン
大
学
で

は
、
秋
学
期
に
船
山
徹
教
授
（
京
都
大

学
人
文
科
学
研
究
所
）
を
招
聘
、
中

国
・
イ
ン
ド
仏
教
史
に
関
連
し
た
内
容

で
講
義
と
講
読
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
10

月
に
は
「〝Calling O

neself a Saint: 

Self-designation and the Idea of 

the H
oly in M

edieval C
hinese 

Buddhism

〟
自
称
・
聖
者
―
中
世

中
国
仏
教
に
お
け
る
〝
自
称
〟
の
問

題
と
〝
聖
〟
の
概
念

に
つ
い
て
」
と
題
し

て
公
開
講
演
が
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
は

冬
学
期
に
ヴ
ァ
ン
サ

ン
・
エ
ル
チ
ン
ガ
ー

博
士
（
オ
ー
ス
ト
リ

ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
）

に
よ
る
３
講
義
が
開

講
さ
れ
「Selbst im

 

Buddism
us 

仏
教
に

お
け
る
自
我
」
と
題

し
て
行
わ
れ
た
講
義

に
は
約
１
０
０
名
の

学
生
が
受
講
致
し
ま

し
た
。

（本庄理事）

（沼田会長と水谷理事長、職員２名）

（青山所長と惠光センター職員）

ブ
ラ
ジ
ル

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
『
仏
教
聖
典
』

ブ
ラ
ジ
ル

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
『
仏
教
聖
典
』

周
年
を
迎
え
、
現
在
日
系
人
人
口
は

ブ
ラ
ジ
ル

周
年
を
迎
え
、
現
在
日
系
人
人
口
は
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ド
イ
ツ

カ
ナ
ダ

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
『
仏
教
聖
典
』

普
及
は
財
団
が
認
可
さ
れ
た
昭
和
55
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（
１
９
８
０
年
）
６
月
に
始
ま
り

今
年
で
31
年
が
経
過
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
現
在
財
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理
事
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の
水
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（
写
真
右
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ほ
か
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で
管
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運
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お
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ま
す
。
そ

の
う
ち
パ
ウ
ラ
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チ
エ
・
ウ
チ
ミ(

写
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ら
２
番
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カ
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ド
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マ
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米
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ツ
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ロ
事
務
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を
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て
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す
。
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と
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ま
す
。
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（
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成
23
年
７
月
現
在
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の
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績
と
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し
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は
、
ホ
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へ
の
寄
贈
は

月
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均
２
．
６
件
の
依
頼
を
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た
だ

き
、
２
５
３
冊
を
配
布
、
仏
教
寺
院

へ
の
寄
贈
は
月
平
均
１
．
５
件
の
依

頼
を
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た
だ
き
、
１
５
８
冊
の
配
布

と
な
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て
お
り
、
又
、
南
米
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ツ
ト

ヨ
事
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内
で
開
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る
計
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セ
ミ
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や
講
習
へ
の
参
加
者
で
興
味
を

も
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た
方
が
た
に
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典
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配
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活
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行
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て
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す
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に
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国
仏

教
伝
道
協
会
や
地
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各
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を
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又
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も
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を
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に
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え
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と
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う
思
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は
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く
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こ
う
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的
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や
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で
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地
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の
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の
初
期
か
ら
始
ま
り
同
時
に
各
仏

教
教
団
も
そ
の
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や
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の
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穏
を
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に
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立
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宗
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願
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教
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年
（
２
０
１
０

年
）
に
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を

迎
え
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ま
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で
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く
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も
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TEL: 0211-577918-0　FAX: 0211-577918-219　
E-mail: pool@eko-haus.de URL: http://www.eko-haus.de

ド
イ
ツ
仏
教
伝
道
協
会
は
ド
イ

ツ
恵
光
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長

の
青
山
隆
夫
（
写
真
前
列
中
央
）

を
中
心
に
惠
光
寺
・
惠
光
日
本
文

化
セ
ン
タ
ー
・
惠
光
幼
稚
園
を
運

営
、
惠
光
寺
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
唯
一

の
日
本
式
仏
教
寺
院
建
築
と
し
て

平
成
４
年
（
１
９
９
２
年
）
９
月

に
阿
弥
陀
堂
入
仏
慶
讃
法
要
が
行

わ
れ
、
以
来
あ
ら
ゆ
る
仏
教
徒
の

心
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て
仏
教
儀
式

を
勤
め
て
お
り
、
境
内
の
日
本
庭

園
と
日
本
家
屋
は
四
季
の
草
花
の

装
い
と
共
に
来
館
者
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
お
り
ま
す
。

惠
光
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
仏
教

の
伝
統
に
基
づ
く
日
本
文
化
を
欧
州
各

国
の
人
々
に
紹
介
し
東
西
の
文
化
交
流

を
深
め
る
た
め
、
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
、
機
関
誌
『
法
輪
』
の
刊
行
、

『
仏
教
大
辞
典
ド
イ
ツ
語
版
』
の
出
版

を
は
じ
め
、
展
示
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
、

日
本
舞
踊
、
生
け
花
等
の
文
化
コ
ー
ス

に
い
た
る
様
々
な
活
動
を
続
け
て
お
り

ま
す
。
又
、
ド
イ
ツ
人
・
日
本
人
の
児

童
各
30
名
が
在
籍
す
る
惠
光
幼
稚
園
は

平
成
11
年
（
１
９
９
９
年
）
に
開
設
さ

れ
平
和
な
社
会
を
め
ざ
す
国
際
人
が
育

つ
こ
と
を
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

欧
州
圏
ホ
テ
ル
へ
の
『
仏
教
聖
典
』

寄
贈
は
ド
イ
ツ
の
高

級
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン

Steigenberger

系
列
の

ホ
テ
ル
が
主
で
、
新
規

ホ
テ
ル
開
業
時
に
は
必

ず
先
方
か
ら
注
文
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

平
成
22
年
（
２
０
１
０

年
）
に
は
上
記
に
加
え

ド
イ
ツ
国
内
の
中
小
規

模
の
ホ
テ
ル
30
軒
へ
計

２
１
２
０
冊
の
寄
贈
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
一
般
個
人
向
け
に

は
、
恵
光
セ
ン
タ
ー
訪
問
者
へ
の
販
売
、

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
い
た
方
々
へ
の

有
償
送
付
が
主
で
す
が
、
惠
光
寺
に
於

け
る
法
事
の
参
列
者
や
恵
光
幼
稚
園
園

児
保
護
者
へ
の
式
典
記
念
品
と
し
て
も

贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。

公
共
機
関
、
仏
教
団
体
向
け
に
は
依

頼
に
応
じ
て
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ド

イ
ツ
の
生
涯
学
習
機
関VH

S

で
は
仏

教
講
義
用
の
教
科
書
と
し
て
『
仏
教
聖

典
』
を
ご
活
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

又
、
平
成
22
年
（
２
０
１
０
年
）
秋
か

ら
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ギ
リ
シ
ャ
両
国

に
お
い
て
現
地
人
大
学
生
の
聖
典
頒
布

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
採
用
し
寄
贈
活
動
の

推
進
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
仏
教
に
関
心
を
持
つ

個
人
や
団
体
、
公
共
施
設
な
ど
に
寄
贈

を
働
き
か
け
、
今
後
東
欧
圏
へ
の
普
及

が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

又
、
ド
イ
ツ
仏
教
伝
道
協
会
で
は

平
成
22
年
（
２
０
１
０
年
）
度
現
在

ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
（
ド
イ
ツ
）、
ラ
イ

デ
ン
大
学
（
オ
ラ
ン
ダ
）、
ウ
ィ
ー
ン

大
学
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
の
３
大
学
に

て
「
沼
田
仏
教
講
座
」
を
開
設
、
ハ
ン

ブ
ル
ク
大
学
で
は
、
イ
ム
レ
・
ハ
マ
ー

教
授
（
エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・
ロ
ラ
ー
ン
ド

大
学
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
）
を
招
聘
し
、
５

月
１
日
か
ら
７
月
31
日
の
学
期
に
中
国

の
華
厳
仏
教
を
テ
ー
マ
と
し
た
２
講
義

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ラ
イ
デ
ン
大
学
で

は
、
秋
学
期
に
船
山
徹
教
授
（
京
都
大

学
人
文
科
学
研
究
所
）
を
招
聘
、
中

国
・
イ
ン
ド
仏
教
史
に
関
連
し
た
内
容

で
講
義
と
講
読
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
10

月
に
は
「〝Calling O

neself a Saint: 

Self-designation and the Idea of 

the H
oly in M

edieval C
hinese 

Buddhism

〟
自
称
・
聖
者
―
中
世

中
国
仏
教
に
お
け
る
〝
自
称
〟
の
問

題
と
〝
聖
〟
の
概
念

に
つ
い
て
」
と
題
し

て
公
開
講
演
が
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
は

冬
学
期
に
ヴ
ァ
ン
サ

ン
・
エ
ル
チ
ン
ガ
ー

博
士
（
オ
ー
ス
ト
リ

ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
）

に
よ
る
３
講
義
が
開

講
さ
れ
「Selbst im

 

Buddism
us 

仏
教
に

お
け
る
自
我
」
と
題

し
て
行
わ
れ
た
講
義

に
は
約
１
０
０
名
の

学
生
が
受
講
致
し
ま

し
た
。

（本庄理事）

（沼田会長と水谷理事長、職員２名）

（青山所長と惠光センター職員）

ブ
ラ
ジ
ル

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
『
仏
教
聖
典
』

ブ
ラ
ジ
ル

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
『
仏
教
聖
典
』

周
年
を
迎
え
、
現
在
日
系
人
人
口
は

ブ
ラ
ジ
ル

周
年
を
迎
え
、
現
在
日
系
人
人
口
は

1213
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イ
ギ
リ
ス

昭
和
61
年
（
１
９
８
６
年
）
２
月
に

千
葉
県
印
旛
郡
泉
倉
寺
（
一
島
正
真

住
職
）
に
て
僧
籍
を
取
得
。
平
成
３

年
（
１
９
９
１
年
）
12
月
よ
り
英
国
仏

教
伝
道
協
会
の
嘱
託
顧
問
と
し
て
英
国

内
に
お
け
る
『
仏
教
聖
典
』
の
頒
布
活

動
を
中
心
に
、
地
元
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州

の
公
立
学
校
教
育
課
程
審
議
委
員
会

(SCAA)

分
科
会
へ
の
参
画
や
英
国
軍

従
軍
僧
侶
任
命
審
議
会
委
員
歴
任
等
の

活
動
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
85
歳
に

な
ら
れ
た
現
在
も
地
元
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー

州
内
で
の
仏
教
普
及
を
中
心
に
精
力
的

に
活
動
を
続
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

国仏教伝道協会
英
国
仏
教
伝
道
協
会
は
昭
和
63

年
（
１
９
８
８
年
）
に
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
南
部
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
ア
ン

ド
ー
バ
ー
に
あ
る
英
国
ミ
ツ
ト
ヨ

本
社
内
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
設

立
以
来
、英
国
内
の
ホ
テ
ル
、学
校
、

病
院
、刑
務
所
等
へ
の
『
仏
教
聖
典
』

の
頒
布
、
更
に
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学(Balliol College)

及
び
ロ

ン
ド
ン
大
学(School of O

riental 

&
 African Studies)

に
お
け
る
仏

教
講
座
開
設
支
援
を
主
な
活
動
と

致
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
は
主
に
顧
問

で
あ
る
ガ
ン
シ
ン
・
ロ
ッ
ク
師
（
写
真

左
）
と
理
事
の
片
山
貴
司
（
写
真
右
）

が
二
人
三
脚
で
協
力
し
な
が
ら
『
仏
教

聖
典
』
の
普
及
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

ック （    ）

仏教

仏教
平成２２年度（２０１０年度）：

　                                             １, ９１０冊（内ホテルへの寄贈：７０４冊）

平成２３年度（２０１１年度）９月末現在：

                                                １, ８２３部（内ホテルへの寄贈：５８１冊）
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典

）

ド
イ
ツ
惠
光
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
で

は
、
地
震
・
津
波
犠
牲
者
の
追
悼
法
要

を
執
り
行
う
と
と
も
に
、
義
捐
金
専
用

口
座
を
開
設
し
、
現
地
の
日
本
人
ク
ラ

ブ
や
在
独
日
本
人
音
楽
家
と
の
協
力
に

よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

な
ど
を
通
し
て
被
災
地
支
援
の
募
金
活

動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

震
災
発
生
か
ら
２
日
後
、
３
月
13
日

の
日
曜
勤
行
に
追
悼
法
要
を
計
画
し
、

有
縁
の
方
が
た
に
ご
案
内
を
差
し
上
げ

た
と
こ
ろ
、
在
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
日

本
国
総
領
事
館
総
領
事
・
小
井
沼
紀
芳

夫
妻
、
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
浄
土
真
宗
寺
院

慈
光
寺
信
徒
の
方
々
に
も
ご
参
列
い
た

だ
き
ま
し
た
。
勤
行
後
に
義
捐
金
へ
の

協
力
を
呼
び
か
け
ご
参
列
の
皆
様
よ
り

約
１
，
３
０
０
ユ
ー
ロ
を
頂
戴
致
し
ま

し
た
。

更
に
３
月
19
日
の
彼
岸
会
に
も
追
悼

法
要
を
勤
修
し
て
記
帳
と
義
捐
金
を
受

け
付
け
る
旨
、
現
地
の
新
聞
等
で
呼
び

か
け
た
と
こ
ろ
、
当
日
は
満
堂
の
ご
参

拝
を
賜
り
ま
し
た
。
翌
20
日
に
も
多

く
の
方
々
が
訪
れ
、
両
日
の
み
で
１
，

０
０
０
人
を
超
え
る
弔
問
が
あ
り
、
義

捐
金
５
，
７
０
０
ユ
ー
ロ
と
７
０
０
名

分
を
超
え
る
記
帳
が
集
ま
り
ま
し
た
。

３
月
27
日
に
は
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・

ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
（N

RW

）
州

政
府
主
催
に
よ
る
日
独
合
同
の
大
震
災

追
悼
式
典
が
同
市
内
の
北
公
園
で
執
り

行
わ
れ
、
ク
ラ
フ
ト
・N

RW

州
首
相
、

エ
ル
バ
ー
ス
・
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
上

級
市
長
、
小
井
沼
紀
芳
・
総
領
事
ら
出

席
の
も
と
、
５
０
０
人
超
の
人
々
が
集

ま
っ
て
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。
法
要
は
、

キ
リ
ス
ト
教
、
仏
教
の
合
同
に
よ
り
宗

教
の
枠
を
超
え
た
形
式
で
営
ま
れ
、
仏

教
徒
を
代
表
し
て
惠
光
セ
ン
タ
ー
よ
り

青
山
、
山
田
２
名
の
僧
侶
が
招
待
さ
れ

仏
式
の
法
要
を
執
り
行
な
い
ま
し
た
。

年
内
の
期
限
付
で
開
設
し
た
義
捐
金

専
用
口
座
に
は
、
多
く
の
個
人
や
企
業
・

団
体
か
ら
多
額
の
御
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
追
悼
法
要
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

イ
ベ
ン
ト
開
催
で
集
ま
っ
た
義
捐
金
と

合
わ
せ
総
額
が
３
８
，
０
０
０
ユ
ー
ロ

に
達
し
ま
し
た
の
で
、
８
月
に
現
地
の

慈
善
団
体
を
通
し
て
宮
城
県
内
で
被
災

地
支
援
に
取
り
組
むN

PO

団
体
「
み

や
ぎ
・
わ
ら
す
っ
こ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
」
に
分
割
し

て
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
と
致
し
ま
し
て
は
、
一

過
性
の
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
被
災
し

た
方
が
た
の
苦
し
み
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
引
き
続
き
支
援
を
続
け
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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財
団
法
人
仏
教
伝
道
協
会
沼
田
智

秀
会
長
（
株
式
会
社
ミ
ツ
ト
ヨ
相
談
役
）

が
平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
７
月

14
日
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
バ
ー

ク
レ
ー
に
あ
る
米
国
仏
教
大
学
院
大
学

（
以
下IBS

）
よ
り
名
誉
博
士
号
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

IBS

は
、
米
国
に
お
い
て
最
も
古
い

仏
教
学
校
で
、
龍
谷
大
学
と
提
携
し
て

お
り
、
神
学
大
学
院
連
合
（Graduate 

Theological U
nion

）
に
仏
教
専
門
学

科
と
し
て
加
盟
し
て
い
ま
す
。

沼
田
会
長
は
、
世
界
仏
教
伝
道
に
尽

力
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
米
国
内
に

お
け
る
仏
教
学
研
究
の
発
展
とIBS

の

へ
の
多
大
な
貢
献
が
評
価
さ
れ
、
仏
教

伝
道
協
会
と
し
て
もIBS

開
校
当
初
よ

り
沼
田
仏
教
講
座
の
設
立
し
支
援
し
て

西
洋
社
会
で
の
更
な
る
仏
教
学
の

振
興
と
支
援
を
す
す
め
る
為
、
財
団

法
人
仏
教
伝
道
協
会
で
は
平
成
21
年

（
２
０
０
９
年
）
に
〝
沼
田
智
秀
仏
教

書
籍
最
優
秀
賞
〟
を
設
置
致
し
ま
し

た
。
同
賞
は
米
国
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
に
あ
る
仏
教
学
セ

ン
タ
ー
に
よ
っ
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
、

専
門
委
員
会
に
よ
り
今
年
度
、
栄
え

あ
る
第
１
回
の
受
賞
者
を
選
出
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。〝
沼
田
智
秀
仏
教

書
籍
最
優
秀
賞
〟
で
は
受
賞
者
へ
賞
金

（
１
０
，０
０
０
米
ド
ル
）
を
授
与
、又
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校

で
は
受
賞
者
に
よ
る
特
別
公
開
講
義
や

会

）

第
1
回

仏
教
書
籍

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
先
祖
に
感
謝
す
る
儀

式
）
の
中
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
お
よ

そ
１
０
０
名
の
ミ
ツ
ト
ヨ
社
員
と
関
係

者
が
臨
席
す
る
中
、
小
杭
総
長
と
ペ
イ

ン
学
部
長
に
よ
り
、
名
誉
博
士
号
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

ペ
イ
ン
学
部
長
は
、
祝
辞
の
中
で
、

今
日
に
至
る
ま
で
の
仏
教
伝
道
協
会
と

の
関
係
を
お
話
し
に
な
り
、
多
大
な
支

援
に
対
し
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま

受
賞
書
に
つ
い
て
の
討
論
会
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

第
１
回
の
受
賞
作
品
は
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ロ
ブ
ソ
ン
教
授

著
書
、〝The Religious Landscape 

of the Southern Sacred Peak 

(N
anyu) in M

edieval China

〟(

ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
よ
り

２
０
０
９
年
刊
行)

で
す
。
審
査
委
員

会
は
ロ
ブ
ソ
ン
氏
の
著
書
を
〝
哲
学
的
、

歴
史
的
に
正
確
か
つ
理
論
的
に
も
大
変

洗
練
さ
れ
た
斬
新
な
作
品
〟
で
あ
る
と

と
も
に
〝
後
世
に
残
る
仏
教
書
の
基
準

と
な
る
べ
く
作
品
〟
だ
と
評
価
し
今
回

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

し
た
。

沼
田
会
長
は
、
答
辞
の
中
で
「
こ
の

素
晴
ら
し
い
栄
誉
は
、
私
一
人
に
与
え

ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
今
日
ま
で
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
支
え
て
下
さ
っ
た

方
々
、
み
ん
な
で
共
に
受
賞
し
た
も
の

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
、

米
国
内
で
の
仏
教
伝
道
活
動
を
支
え
る

ミ
ツ
ト
ヨ
ア
メ
リ
カ
社
員
と
共
に
受

賞
の
喜
び
を
分
か
ち
合
わ
れ
ま
し
た
。

）

１

０

年

行

）
道
展
と

日
独
修
好
１
５
０
周
年
を
記
念
し
、

平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
６
月
18

日
・
19
日
の
２
日
間
に
亘
り
、
惠
光
日

本
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
池
坊
華
道

展
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
花
展
で
は
、
華
道
家
元

四
十
五
世
池
坊
専
永
氏
を
は
じ
め
、
日

本
全
国
か
ら
参
加
し
た
池
坊
会
員
、
そ

し
て
ド
イ
ツ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
か
ら
集

ま
っ
た
池
坊
会
員
の
作
品
が
１
０
０
点

以
上
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

「
い
け
ば
な
」
は
日
本
の
伝
統
文
化
の

一
つ
で
あ
り
、
単
に
美
し
い
花
を
花
器

に
生
け
込
む
だ
け
で
は
な
く
、
自
然
の

生
命
と
人
の
心
が
表
現
さ
れ
る
芸
術
で

す
。
そ
の
い
け
ば
な
の
根
源
と
呼
ば
れ

る
池
坊
は
京
都
の
六
角
堂
（
紫
雲
山
頂

法
寺
）
に
あ
り
、
日
本
で
も
っ
と
も
歴

史
あ
る
流
派
と
し
て
す
で
に
15
世
紀
に

は
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
４
年
（
１
９
９
２
年
）
に
（
財
）

仏
教
伝
道
協
会
が
設
立
し
た
ド
イ
ツ
・

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
の
ド
イ
ツ
惠
光
日

本
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
欧
州
と
日
本
の

交
流
を
促
進
し
相
互
理
解
を
深
め
る
た

め
、
い
け
ば
な
・
日
本
舞
踊
・
茶
道
な

ど
様
々
な
文
化
活
動
を
続
け
て
お
り
、

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
池
坊
い
け
ば
な

コ
ー
ス
は
、
日
本
か
ら
渡
邊
絹
代
先
生

を
招
き
、
18
年
間
継
続
し
て
い
ま
す
。

花
展
の
開
会
式
は
、
惠
光
寺
阿
弥
陀

堂
に
て
開
か
れ
、
沼
田
智
秀
仏
教
伝
道

協
会
会
長
が
挨
拶
。
３
月
の
震
災
に
対

す
る
ド
イ
ツ
か
ら
の
積
極
的
な
支
援
に

深
謝
し
、
セ
ン
タ
ー
で
の
池
坊
行
事
を

一
つ
の
節
目
と
し
て
さ
ら
に
日
独
文
化

交
流
が
発
展
す
る
こ
と
を
願
い
ま
し

た
。
来
賓
か
ら
の
挨
拶
の
後
、
神
余
日

本
国
大
使
、
小
井
沼
総
領
事
、N

RW

州
事
務
次
官
オ
イ
マ
ン
氏
、
デ
ュ
ッ
セ

ル
ド
ル
フ
市
参
事
フ
ィ
ル
ス
氏
、
そ
し

て
お
家
元
の
池
坊
専
永
氏
な
ど
に
よ
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開

会
式
に
続
き
、
池
坊
専
永
氏
が
、
い
け

ば
な
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
披

露
。
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
お
話
を
交
え

明
る
く
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
素
晴

ら
し
い
作
品
が
紹
介
さ
れ
、
池
坊
特
別

派
遣
教
授
・
野
田
学
氏
に
よ
る
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
続
け
ら
れ
ま
し

た
。池

坊
華
道
展
へ
の
来
場
者
は
２
日
間

で
１
，
０
０
０
名
を
越
え
、
大
好
評
の

内
に
開
催
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

）

平
成
22
年
（
２
０
１
０
年
）
２
月
７
日
、
メ
キ
シ
コ
仏
教
伝
道
協
会
（
メ

キ
シ
コ
惠
光
寺
）
が
支
援
す
る
日
本
茶
喫
茶
兼
日
本
食
処
並
び
に
茶
室
【
茶

え
ん
】
が
開
業
致
し
ま
し
た
。
仏
教
伝
道
の
一
環
と
し
て
、
お
も
て
な
し

と
お
も
い
や
り
を
、
日
本
の
茶
道
と
食
文
化
を
通
し
メ
キ
シ
コ
の
皆
さ
ま

に
出
来
る
だ
け
幅
広
く
ご
紹
介
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
す
。

メ
キ
シ
コ
惠
光
寺
は
、
住
宅
街
と
オ
フ
ィ
ス
街
と
に
囲
ま
れ
て
お
り
、

こ
の
地
域
に
集
ま
る
様
々
な
方
に
是
非
お
寺
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
い
仏

教
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
こ
う
と
言
う
思
い
で
【
茶
え
ん
】
開
業
の
支

援
を
致
し
ま
し
た
。

主
に
お
出
し
し
て
い
る
日
本
茶
は
鹿
児
島
産
の
緑
茶
で
、
メ
キ
シ
コ
中

探
し
て
も
こ
こ
で
し
か
嗜
め
ま
せ
ん
。
ス
タ
ッ
フ
は
全
て
メ
キ
シ
コ
惠
光

寺
信
徒
の
方
が
た
で
す
。
お
蔭
様
で
日
本
人
の
お
客
さ
ま
に
は
本
場
の
日

本
食
と
緑
茶
が
楽
し
め
る
と
の
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
、
メ
キ
シ
コ
人
の

お
客
さ
ま
に
も
お
茶
を
通
じ
て
気
軽
に
日
本
文
化
に
触
れ
ら
れ
る
と
ご
好

評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

※
【
茶
え
ん
】
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
メ
キ
シ
コ
仏
教
伝
道
協
会
ま

で
お
願
い
致
し
ま
す

開会式でのテープカット お家元とともに花展を見学する沼田会長

【茶えん】開業記念イベントにて

沼田会長受賞風景

（
写
真
右
：
ロ
ブ
ソ
ン
教
授
）

（
写
真
左
：
著
書
）

ま
い
り
ま
し
た
。

名
誉
博
士
号
授
与
式
は
、
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
北
米
開
教
区
（
別
称
：
米

国
仏
教
団
／Buddhist Church of 

Am
erica

）
の
小
杭
好
臣
総
長
（
兼

IBS

学
院
長
）
とIBS

学
部
長
の
リ

チ
ャ
ー
ド
・
ペ
イ
ン
教
授
出
席
の
下
、

ミ
ツ
ト
ヨ
ア
メ
リ
カ
本
社
（
イ
リ
ノ

イ
州
シ
カ
ゴ
）
の
祖
先
祭
（
毎
月
1

度
、
全
従
業
員
が
仏
壇
の
前
に
集
ま
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財
団
法
人
仏
教
伝
道
協
会
沼
田
智

秀
会
長
（
株
式
会
社
ミ
ツ
ト
ヨ
相
談
役
）

が
平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
７
月

14
日
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
バ
ー

ク
レ
ー
に
あ
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米
国
仏
教
大
学
院
大
学

（
以
下IBS

）
よ
り
名
誉
博
士
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授
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た
。

IBS

は
、
米
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に
お
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最
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古
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仏
教
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で
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提
携
し
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お
り
、
神
学
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（Graduate 

Theological U
nion

）
に
仏
教
専
門
学

科
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し
て
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し
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ま
す
。

沼
田
会
長
は
、
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仏
教
伝
道
に
尽

力
す
る
リ
ー
ダ
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米
国
内
に
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仏
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の
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の
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貢
献
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、
仏
教
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協
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沼
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仏
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仏
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仏
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０
０
９
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仏
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し
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。
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リ
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ォ
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ニ
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大
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ク
レ
ー
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仏
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っ
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取
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、
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す
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運
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智
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仏
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は
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へ
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０
０
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で
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開
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や
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仏
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催
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の
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員
と
関
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者
が
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中
、
小
杭
総
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と
ペ
イ

ン
学
部
長
に
よ
り
、
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誉
博
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が
授

与
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れ
ま
し
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。
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部
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、
祝
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の
中
で
、

今
日
に
至
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ま
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の
仏
教
伝
道
協
会
と

の
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を
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し
に
な
り
、
多
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な
支

援
に
対
し
感
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の
言
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述
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ま
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の
討
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会
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・
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よ
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２
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９
年
刊
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で
す
。
審
査
委
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会
は
ロ
ブ
ソ
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氏
の
著
書
を
〝
哲
学
的
、

歴
史
的
に
正
確
か
つ
理
論
的
に
も
大
変

洗
練
さ
れ
た
斬
新
な
作
品
〟
で
あ
る
と

と
も
に
〝
後
世
に
残
る
仏
教
書
の
基
準

と
な
る
べ
く
作
品
〟
だ
と
評
価
し
今
回

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

し
た
。

沼
田
会
長
は
、
答
辞
の
中
で
「
こ
の

素
晴
ら
し
い
栄
誉
は
、
私
一
人
に
与
え

ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
今
日
ま
で
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
支
え
て
下
さ
っ
た

方
々
、
み
ん
な
で
共
に
受
賞
し
た
も
の

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
、

米
国
内
で
の
仏
教
伝
道
活
動
を
支
え
る

ミ
ツ
ト
ヨ
ア
メ
リ
カ
社
員
と
共
に
受

賞
の
喜
び
を
分
か
ち
合
わ
れ
ま
し
た
。

）

１

０

年

行

）
道
展
と

日
独
修
好
１
５
０
周
年
を
記
念
し
、

平
成
23
年
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１
１
年
）
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月
18

日
・
19
日
の
２
日
間
に
亘
り
、
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に
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て
池
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華
道

展
と
デ
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開
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ま
し
た
。
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で
は
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華
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四
十
五
世
池
坊
専
永
氏
を
は
じ
め
、
日

本
全
国
か
ら
参
加
し
た
池
坊
会
員
、
そ

し
て
ド
イ
ツ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
か
ら
集

ま
っ
た
池
坊
会
員
の
作
品
が
１
０
０
点

以
上
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

「
い
け
ば
な
」
は
日
本
の
伝
統
文
化
の

一
つ
で
あ
り
、
単
に
美
し
い
花
を
花
器

に
生
け
込
む
だ
け
で
は
な
く
、
自
然
の

生
命
と
人
の
心
が
表
現
さ
れ
る
芸
術
で

す
。
そ
の
い
け
ば
な
の
根
源
と
呼
ば
れ

る
池
坊
は
京
都
の
六
角
堂
（
紫
雲
山
頂

法
寺
）
に
あ
り
、
日
本
で
も
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と
も
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あ
る
流
派
と
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す
で
に
15
世
紀
に

は
確
立
さ
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い
ま
す
。
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成
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年
（
１
９
９
２
年
）
に
（
財
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仏
教
伝
道
協
会
が
設
立
し
た
ド
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・

デ
ュ
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ル
ド
ル
フ
の
ド
イ
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惠
光
日
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文
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セ
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は
、
欧
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と
日
本
の

交
流
を
促
進
し
相
互
理
解
を
深
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る
た

め
、
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け
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な
・
日
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舞
踊
・
茶
道
な

ど
様
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な
文
化
活
動
を
続
け
て
お
り
、
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に
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け
る
池
坊
い
け
ば
な

コ
ー
ス
は
、
日
本
か
ら
渡
邊
絹
代
先
生

を
招
き
、
18
年
間
継
続
し
て
い
ま
す
。

花
展
の
開
会
式
は
、
惠
光
寺
阿
弥
陀

堂
に
て
開
か
れ
、
沼
田
智
秀
仏
教
伝
道
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会
会
長
が
挨
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。
３
月
の
震
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に
対

す
る
ド
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ら
の
積
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的
な
支
援
に

深
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し
、
セ
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で
の
池
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を
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つ
の
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と
し
て
さ
ら
に
日
独
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化
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が
発
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す
る
こ
と
を
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い
ま
し

た
。
来
賓
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ら
の
挨
拶
の
後
、
神
余
日

本
国
大
使
、
小
井
沼
総
領
事
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州
事
務
次
官
オ
イ
マ
ン
氏
、
デ
ュ
ッ
セ

ル
ド
ル
フ
市
参
事
フ
ィ
ル
ス
氏
、
そ
し

て
お
家
元
の
池
坊
専
永
氏
な
ど
に
よ
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開

会
式
に
続
き
、
池
坊
専
永
氏
が
、
い
け

ば
な
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
披

露
。
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
お
話
を
交
え

明
る
く
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
素
晴

ら
し
い
作
品
が
紹
介
さ
れ
、
池
坊
特
別

派
遣
教
授
・
野
田
学
氏
に
よ
る
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
続
け
ら
れ
ま
し

た
。池

坊
華
道
展
へ
の
来
場
者
は
２
日
間

で
１
，
０
０
０
名
を
越
え
、
大
好
評
の

内
に
開
催
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

）

平
成
22
年
（
２
０
１
０
年
）
２
月
７
日
、
メ
キ
シ
コ
仏
教
伝
道
協
会
（
メ

キ
シ
コ
惠
光
寺
）
が
支
援
す
る
日
本
茶
喫
茶
兼
日
本
食
処
並
び
に
茶
室
【
茶

え
ん
】
が
開
業
致
し
ま
し
た
。
仏
教
伝
道
の
一
環
と
し
て
、
お
も
て
な
し

と
お
も
い
や
り
を
、
日
本
の
茶
道
と
食
文
化
を
通
し
メ
キ
シ
コ
の
皆
さ
ま

に
出
来
る
だ
け
幅
広
く
ご
紹
介
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
す
。

メ
キ
シ
コ
惠
光
寺
は
、
住
宅
街
と
オ
フ
ィ
ス
街
と
に
囲
ま
れ
て
お
り
、

こ
の
地
域
に
集
ま
る
様
々
な
方
に
是
非
お
寺
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
い
仏

教
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
こ
う
と
言
う
思
い
で
【
茶
え
ん
】
開
業
の
支

援
を
致
し
ま
し
た
。

主
に
お
出
し
し
て
い
る
日
本
茶
は
鹿
児
島
産
の
緑
茶
で
、
メ
キ
シ
コ
中

探
し
て
も
こ
こ
で
し
か
嗜
め
ま
せ
ん
。
ス
タ
ッ
フ
は
全
て
メ
キ
シ
コ
惠
光

寺
信
徒
の
方
が
た
で
す
。
お
蔭
様
で
日
本
人
の
お
客
さ
ま
に
は
本
場
の
日

本
食
と
緑
茶
が
楽
し
め
る
と
の
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
、
メ
キ
シ
コ
人
の

お
客
さ
ま
に
も
お
茶
を
通
じ
て
気
軽
に
日
本
文
化
に
触
れ
ら
れ
る
と
ご
好

評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

※
【
茶
え
ん
】
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
メ
キ
シ
コ
仏
教
伝
道
協
会
ま

で
お
願
い
致
し
ま
す

開会式でのテープカット お家元とともに花展を見学する沼田会長

【茶えん】開業記念イベントにて

沼田会長受賞風景

（
写
真
右
：
ロ
ブ
ソ
ン
教
授
）

（
写
真
左
：
著
書
）

ま
い
り
ま
し
た
。

名
誉
博
士
号
授
与
式
は
、
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
北
米
開
教
区
（
別
称
：
米

国
仏
教
団
／Buddhist Church of 

Am
erica

）
の
小
杭
好
臣
総
長
（
兼

IBS

学
院
長
）
とIBS

学
部
長
の
リ

チ
ャ
ー
ド
・
ペ
イ
ン
教
授
出
席
の
下
、

ミ
ツ
ト
ヨ
ア
メ
リ
カ
本
社
（
イ
リ
ノ

イ
州
シ
カ
ゴ
）
の
祖
先
祭
（
毎
月
1

度
、
全
従
業
員
が
仏
壇
の
前
に
集
ま
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